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本機の設定/操作のしかた 

ここでは、メこユーやセットアップ画 
面の使いかたをまとめて説明します。 



MENU ボタン 

コント□—ルボタン 


メニューの設定を変える 

□ MENU ボタンを f 甲ず 

こユーび 表示されます。 



い 

J 

: a : 

ブ□グラム 


レオ-卜 



力巧 k PHOTO/MOVIE 1 

1 

■ •■Mode 占 1 



且コント□—ルボタンの ◄/ ►を巧 
し、設定したい項目を選ぶ 



•撮影モードのとをは、 [ PHOTO / 
MOVIE ] (静止画/動画）び表示され 
ます。グレー表示されているモード 
では、設定でをません。 

• 再生モードのとをは項目選択渡に中 
央の♦を巧して < ださい。 

□ コント□ールボタンの ▲/ ▼を押 
し、設定を選ぶ 

選ばれた設定が拡大されて、その 
まま決定されます。 


頂目に ▲/▼/◄/ ►マークび巧いている 
とまは 

画面に表示されていない項目がありま 
す。コント□-ルボタンの ▲/▼/◄/ ►を 
押すと表示されます。 

メニユー表示をやめるには 

MENU ボタンをちラ1度押してくださ 
い。 

• グレー表示されている項目は選択できま 
せん。 

• メニュー項目について詳しくは、 61 ぺ一 
ジをご覧ください。 
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セッ トアップ画面で設定をお 
ぶる 

□ MENU ボタンを巧ず 
メニューび表示されます。 

且コント□-ルボタンの►で[さ] 

の位置に進み、もう1度►を巧す 

セットアップ画面び表示されます。 


[セットアップ —I 


且コント□—ルボタンの ▲/▼/◄/ ►を 
巧し、設定したい項目を選ぶ 

選ばれた設定の枠が黄色に変わり 
ます。 


S 

お:ち2 

ファイルナンパー: 

US 随插： 

ビテオ信号出力：斯 
臨顆^ H キャンセル 





凸コント□ールボタンの中央の♦を 
巧し、設定（実巧）ずる 


セットアップ画面か S メニユーに戻 
るには 

コント□ールボタンの◄で手順回のイ 
ラストの枠で囲まれた位置に戻0、ち 
ラ1度◄を押して < ださい。 

•セットアップ項目について詳しくは、目4 
ページをご覧ください。 


静止画の画質を}巧める 


静止画の画質を選ぶことができます。 
画質（圧縮率）は[ファイン](高画質） 
と[スタンダード](標準）の2種類から 
選ぶことがでをます。 

操作の前に 

メニューの〇(カメラ）を[才ート]政 
がに設定しておきます（4、目1ペー 
ジ)。 



操作の前に 


セツトアップ画面表示をやめるには 

MENU ボタンをもう*!度巧してくださ 
い。 
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n 撮影モードにする 
且 MENU ボタンを押ず 

^こユーび 表示されます。 

回 ◄/ ►で [か] 姻質)、 ▲/ ▼で希望 
の画質を選ぶ 


[-ファイン Ifine 

] スタンタード "f 
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フォルダを作巧/選巧す 

る lm\^ / gwH 

本機は"メモ u — スティックデュオ" 
の中に複数のフォルダを作成すること 
がでをます。フォルダは撮影前に選択 
でをるので、画像の整理などにお使い 
<ださい。 

新しくフォルダを作成していない場合 
は、「101」フオルダが記録フオルダと 
して設定されます。フォルダは最高で 
「999」まで作成することげでをます。 

操作の前に 

メニューをセットアップ画面に設定し 
ておさます巧、目4ページ）。 



コント□ールボタン 


• 1つのフオルダに記録でをるのは最大 
4日日日枚です。フォルダ容量を越えると、 
自動的に新しいフォルダび作成されます。 


新しいフォルダを f 乍る 


n ▲/▼で [ E ] (メモ U - ステイツ 
クツール)、 ►/ A / TTr 信己録フォ 
ルダ作成]、►/▲で[実行]を選 
び、中巧の♦を押ず 

記録フォルダ作成画面び表示され 
ます。 


牌フォルプ儲 

記録フオルタ102を巧巧します 
よろしいですか？ 


且▲で误衍を選び、中巧の♦を 
押す 

既存最大番号+1のフォルダが作成 
されます。次に撮影する画像は新 
しく作成したフォルダに記録され 
ます。 

フォルダ作ぶを中止ずるには 

手順田または且で[キャンセル]を選 
んで < ださい。 




























記録フオルダを選ま尺する 


1度作成したフォルタ’を本機では削除する 
ことはでをません。 

撮影する画傲は、違ラフォルダを選択す 
るか、さらに新しくフォルダを作成する 
まで、そのフォルダに記録されます。 


n ▲/▼で [ E ] (メモ U - ステ イツ 
クツール)、►/▼で[記録フォル 
ダ変更]、 ►/ ▲で[実巧]を選び、 
中央の♦を巧す 

記録フォルダ選巧画面び表示され 
ます。 

民 S フォルダ 

イ [ri102 2/21^ 

フォルダち：102 
フアイ贼： 0 
お旧時； 


TF] 

キ 1■ ン它ル I 


旦 ◄/ ►で蒂望のフオルダを選び、 ▲ 
で[実行]を選び、中央の•を押ず 


記録フォルダの巧更を中止ずるには 

手順 n または 且で [キャンセル]を選 
んで ください。 

• 「100」フォルダは記録フォルダとして選 
ぶことはでをません（別冊基本編一^ 

呂3ぺージ)。 

• 画徹は選択した記録フォルダに記録され 
ます。本機では記録した画像を別のフォ 
ルダに移動ずることはでさません。 








ピント合わせの方法を還 

ぶ iPim] /[Moviri 

被写体の位置やその大きさによってピ 
ント合わせの位置を選択します。 

マルチポイント AF (曲） 

中央を中むに上下左ちの日か所で距離を 
測定するので、構図に依存しないオー 
トフォーカス撮影ができます。被写体 
がフレームの中むになくピントか'合ね 
せゴらい場合に有効です。 AF □ック 
後、ピント合わせを巧った位置を緑の 
枠で確認することができます。お買い 
上げ時はマルチポイント AF に設定され 
ています。 

中央重点 AF ( 田） 

中央付近の被写体をね5ってピント合わ 
せをするとをに便利です。 AF □ックと 
併用して好きな構図で撮影が巧能です。 

スポット AF (□) 

非常にかさな被写体や狭いエ U アを狙 
ってピント合わせをするとさに便利で 
す。 AF □ックと併用して好きな構図で 
撮影び巧能です。測距枠からがれない 
ように手ぶれにごミ主意ください。 


操作の前に 

静止画を撮影するときは、メニューの 
[〇](カメラ）を[オート]政がに設定 
しておきます（4、61ページ)。 



コント□—ルボタン 

□ 撮影モードにずる 

且 MENU ボタンを押ず 

メニューび表示されます。 
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且◄/►で[喧](フ オー カス）、 A/y 
で希望の AF 測距枠を選ぶ 


AF 測距枠 


自動ピント合わせをします。静止 
画撮影時は、 PHOTO ボタンを半押 
ししてピントが合ラと AF 測距枠の 
色が白から緑色に変わります。 

•動画撮影時、マルチポイント AF を選ぶと 
画面中央部分を平均的に測距し、手ぶれ 
に強い AF び可能です。 AF 測距粋は!■に 
なります。中央重点 AF とスポット AF の場 
合は、選択された枠部分のみで測距する 
ため、ねらった部分のピント合わせに便 
利です。 



• デジタルズームや AF イルミネーターを使 
用するとをは、中央付近の被写体を優先し 
た AF 動作になります。この場合、 HI 、 

■ n または D び点滅し、 AF 測距枠は表示 
されません。 

• シーンセレクションのモードによって 
は、選択でをないをのびあります （21 
ページ)。 
























ぐ撮影のテクニック 

被写体をフレームの端にする構図など 
で撮影する場合や、中央重点 AF または 
スポット AF を使用した場合、端の被写 
体にピントび合わず、中央にピントび 
をう場合びあります。このようなとき 
は、 AF □ックを使用し、ピントをね 
らつた被写体に合わせて撮影します。 


被写体び AF 測距枠内に入るよラに構図 
を変え、 PHOTO ボタンを半押しす 
る。 


AE / AF □ック表示び点灯に変わったら、 
半押しのまま構図を戻して 、 PHOTO 
ボタンをさらに巧し込む。 



AF 測距巧 
AE / AF □ック表示 



• AF □ックを使ラと、画面端に被写体び 
あるとをにち、ピントび合った画像を 
撮ることびできます。 

• AF □ックの操作は PHOTO ボタンを押 
し込む前であれば、何回でちやり直せ 
ます。 


彼写な i 
ずる -: 


t までの S 目離を設定 

フォー カスプリセット 

[pR® / [pH 


被写体との距離に応じて撮影距離をあ 
らかじめ設定して撮影するときや、網 
や窓ガラス越しの被写体の撮影など、 
オートフォーカスが効をに<いとさに 
フォーカスプ U セツトを使ラと便利で 
す。 

操作の前に 

静止画を撮影するとをは、メニューの 
[〇](カメラ）を[才ート]似州こ設定 
しておきます（4、目1ページ)。 



コント□ールボタン 


撮る(応用) 
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n 撮影モードにする 

且 MENU ボタンを押ず 

；>< こ ユーが 表示されます。 

且 ◄/ ►で [這] (フォーカス）、 

で被写体までの距離を選ぶ 

被写体までの距離は次の中から選 
ベます。 

日. 5m、1.0m、3.0m、7.0m、 
〇〇 (無限遠） 



露出を補正する 

- EV 補正 / cm ] 

本機げ決定した露出を手動で変えるこ 
とげできます。被写体と背景のコント 
ラスト（明暗の差）か'をねめて大をい場 
合など、適正な露出び得られないとを 
に使用します。 

補正する数値は +2.0EV から一 2.0EV 
の範囲で、 1/3EV きざみで設定するこ 
とがでさます。 


才ートフォーカスに戾すには 

手順回で[マルチ AF]、 [中央重点 AF] ま 
たは[スポット A 円を選んで<ださい。 

• フォーカス距離の設定はをみの誤差を含ん 
でいます。目安としてお使いください。 

• シーンセレクションのモードによって 
は、選択でをないちのびあります （21 
ページ)。 



操作の前に 

静止画を撮影するときは 、にユーの 
[〇](力;ラ）をはート]政州こ設定 
しておさます（4、目1ページ）。 



MENU ボタン 


□ I ポタン 
コント□ールボタン 

n 撮影モードにずる 

且 MENU ボタンを押ず 

;><こユーげ 表示されます。 
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ヒス トク‘ラムを表示する 面画 


回 ◄/ ►で 虹] ( EV ) を選ぶ 

露出補正値が表示されます。 



□ ▲/ ▼で希望の露出補正値を選ぶ 

被写体の背景の明るさを液晶画面で 
確認しながら調節してください。 

EVffl 正をやめるには 

手順因で [OEV] を選んでください。 

• 被写体び極端に明るいとをや暗いとを、 
またはフラッシュを使って撮影したとき 
は、設定した補正び効かないことびあり 
ます。 


ヒストグラムとは、画像の明るさをグ 
ラフ化したちのです。横軸げ明るさ、 
縦軸び画素数を表しています。グラフ 
の表示がち側に寄っているとさは明る 
めの画像、左側に寄っているときは暗 
めの画像となります。画面げ見づらい 
とを、撮影/再生時に麗出を確認する 
とさに使います。 


• - 

画 

素 

数 



暗 明るさ 明 



n 撮影モードにずる 

且 IDI ボタンを巧してヒストグラム 
を表示する 

且ヒストグラムを参考に、露出を補 
圧する 


メニューの[〇](カメラ）び[才ート] 
のとをちヒストグラムは表示されます 
び、 EV 補正はでをません。 

静止画のシングル画面での再生時 
(別冊基本 編一、41ページ）にも 、 ini 
ボタンでヒストグラムを表示することび 
でさます。 

下記の場合、ヒストグラムは表示されま 
せん。 

一六ニューを表示しているとさ 
一再 生 ズーム 時 
-動画時 

下記の場合、回び表示されヒストグラム 
は表示されません。 

ーデジタルズーム領域での撮影時 
一画徹サイズび [3:2] のと去 
-マルチ連写再生時 
-静止画の回転時 


撮る(応用) 
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• 撮影前のヒストグラムはそのときに画面 
に表示されている画像のヒストグラムを 
表しています。 PHOTO ボタンを巧す前 
と押したあとでは、ヒストグラムに差び 
生じます。その場合は、シングル画面で 
の再生で確認してください。 

特に下記の場合は大をく差び出ることび 
あります。 

-フラッシュ発光時 

ーシャッタースピードび遅いとを、また 
は速いとき 

• 他機で撮影した画傲はヒストグラムび表 
示されないことびあります。 


う‘撮影のテクニック 

撮影時、本機は自動で露出を設定して 
います。 

逆光の人物や雪景色などのよラに全体 
び白っぽい被写体を撮影すると、本機 
び明るいと判断して、露出び暗めにな 
ることびあります。その場をは+方向 
に補正すると効果的です。 



♦ 

+方向に補正 


また、画面いっぱいに黒い被写体を撮 
影するとをは、本機び暗いと判断して、 
露出び明るめになることびあります。 
その場をは一方向に補正すると効果的 
です。 



露出オーバー/露出アンダーになり過 
ざないように（白とびしたり真っ黒に 
農れないよラに）、ヒストグラムを見な 
びら補正してください。 


どの明るさび良いかは巧みによるので、 
露出を変えていろいろな画徹をお試し 
<ださい。 











測巧の方法を選ぶ 

/ [Me] 

露出を決めるために被写体のどの部分 
で明るさを測るのかを、測光モードで 
選ぶことがでをます。 

マルチパターン測光（表をなし） 

画面をを分割し、それぞれを測光しま 
す。被写体の位置や背景の明るさを力 
メラび判断してバランスのよい露出を 
決めます。お買い上げ時はマルチパタ 
ーン測光に設定されています。 

スボット測光（囚） 

被写体の一部分だけを測光します。逆 
光にある被写体でち暗<ならないよラ 
に撮影することびできます。また、被 
写体と背景とのコントラストが強いと 
をでち、撮りたい被写体に露出を合わ 
せることがでをます。 


操作の前に 

こ ユーの [〇](カメラ）を[オート] 
政がに設定しておきます（4、61ぺ一 
ジ)。 



n 撮影モードにずる 

且 ► (囚）を押して、スポット測光 
にする 

スポット測光照準が表示されま 
す。 


スポット 
測光照華 



スポット測光を解除するには 

もう1度 ► (囚） を押してください。画 
面からスポット測光照準が消え、マル 
チノターン測光に戻ります。 

• スポット測光の場合、測光する場所と 
フオーカスを合わせる場所を一致させたい 
ときは、[@](フオーカス）の[中央重点 
A 円を使ラことをおすすめします （8 ペー 
ジ)。 

















最適な露出を探す 

—ブラケット I PHOTO I 

自動的に麗出を変えて3枚の画像を連続 
して撮影でをます。被写体の明るさに 
よってうまく撮影でをないときに、ブ 
ラケット撮影で露出を変えながら撮影 
すれば、撮影したあと最適な露出の画 
徹を選ぶことがでをます。 

1巧目 （+ 方向に補正） 



操作の前に 

メニューの[〇](カメラ）を[オート] 
政がに設定しておきます（4、61ぺ一 
ジ)。 



□ 撮影モードにずる 

且 MENU ボタンを f 甲ず 

メニューび表示されます。 

且◄/►で [Mode] (撮影モード)、 
▲/▼で[ブラケット]を選ぶ 


凸◄/►で旧 RK] (ブラケット設 
定)、 ▲/ ▼で希望の露出補正量を 
選ぶ 

±1.0EV :露出値を上下に 1.0EV 
ず5して撮影します。 

±0.7EV :露出値を上下に 0.7EV 
ず5して撮影します。 

±0.3EV :露出値を上下に 0.3EV 
ず5して撮影します。 

且撮影ずる 

通常撮影に房すには 

手順且で[通南撮影]を選んでくださし、。 

• フラッシュは使えません。 

• 撮影中は液晶画面に画傲び出ません。 
PHOTO ボタンを巧す前に構図を決めて 
おいて < ださい。 

• A イプ I 」ッド撮影に設定しているとを 
は、ブラケット撮影はでをません。 

• フォーカスとホワイトバランスは、最初 
の1枚目に設定された値に固定されます。 

• EV 補正をしているときは （10 ページ)、 
補正した明るさを基準に露出び変わり撮 
影されます。 

























• 被写体び明るすざたり暗すざたりすると 
きは、設定した補正量で撮影で去ない場 
合びあります。 

• シーンセレクションのモードによって 
は、ブラケット撮影でをない場合びあり 
ます （21 ページ)。 


ををいを調節ずる 

- ホワイトバランス画亟 ] /WiEl 

ホワイトバランスを撮影条件に応じた 
モードに設定することびでをます。被 
写体の見ための色は、光の状況に影響 
されます。光源の撮影条件を固定した 
いとをや画面全体が不自然な色合いの 
ときは、ホワイトバランスの設定をお 
すすめします。 

オート（表示なし） 

ホワイトバランスを自動調節します。 
お買い上げ時はオートに設定されてい 
ます。 

み(太陽光） 

屋がで撮るとさや夜景やネオン、花火や 
日の出、曰遇前後などを撮る場合 

山量 天） 

くちり空のときに撮影する場合 

背: (壁光な） 

堂光好の下で撮影する場合 
恭 偶球） 

• パーティー会場など照明条件が変化 
する場所 

• スタジオなどビデオライトの下 


4 WB (フラッシュ） 

ホワイトバランスをフラッシュ光のみ 
に—□ねた/こし、場ら 

動画撮影時は自動的にオートに設定さ 
れます。 

操作の前に 

静止画を撮影するとをは、メニューの 
[〇](カメラ）を[才ート]政州こ設定 
しておきます（4、61ページ）。 



撮る(応用) 


5 

1 


















n 撮影モードにする 

且 MENU ボタンを押ず 

><ニューび表示されます。 

回 ◄/ ►で [ WB ] (ホワイトバラン 
ス)、 ▲/ ▼で希望の設定を選ぶ 

自動調節に戾すには 

手順且ではート]を選んでくださ 

い。 

• ちらつきのある堂光な下では、〔吊引（壁 
光灯）を選んでもホワイトバランスび合わ 
ないことびあ0ます。 

• フラッシュ発光時にはホワイトバランス 
のマニュアルの設定び辭除され、オート 
モードで撮影されます。 （[か VB ] (フラッ 
シュ）のときを除く。） 

• シーンセレクションのモードによって 
は、選択でをないをのびありますに1 
ページ)。 


フラッシュの巧が量を送 

/ji -フラッシュレベル画画 

フラッシュの発光量を調節することか' 
でをます。 


操作の前に 

こユーの[〇](カメラ）を[オート] 

がに設定しておきます（4、61ぺ一 
ジ)。 



コント□ールボタン 


n 撮影モードにする 
且 MENU ボタンを押ず 

;><こユーげ 表示されます。 


且◄/►で|>±](フラッシュレべ 
ル)、 ▲/ ▼で希望の設定を選ぶ 

+:フラッシュの発光量を通常よ 
りをくする。 

標準：通常の設定 
— :フラッシュの発光量を通常よ 
りかな < する。 

• シーンセレクションのモードによって 
は、フラッシュレベルの設定びでさない 
場合びあります。 
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連写ずる [pfrol 


連続撮影するとをに使います。 

PHOTO ボタンを押し続けると、最大4 
枚まで連続して撮影でをます。 



• バッテ U —の残量びかない、または"メモ 
リースティックデュオ"の容量びいっぱ 
いになると、 PHOTO ボタンを押し続け 
てち撮影は停止します。 

□ 撮影モードにずる 

且 MENU ボタンを f 甲ず 

こ ューが 表示されます。 

且 ◄/ ►で [ Mode ] (撮影モード)、 
▲/▼で[高速連写]を選ぶ 


□ 撮影ずる 

PHOTO ボタンを巧し続けると、最 
大4枚まで連写でをます。途中で 
PHOTO ボタンを離すと撮影はそこ 
で止まります。 

「記録中」といラ表示が消えると、 
次の撮影がでをます。 

通常撮該に戾すには 

手順回で[通常撮影]を選んでくださ 
い。 

• フラッシュは®焼光禁止）になります。 

• セルフタイマー撮該では PHOTO ボタン 
を1回押すと最大4枚の連続撮該になりま 
す。 

• A イブリッド撮影に設定しているとき 
は、連写でさません。 

• シーンセレクションのモードによって 
は、連写できない攝合びあります （21 
ぺージ)。 


16 コマの画 m を運写ず 

る — マルチ連写 I PHOTO I 

1度の シャツ ターで16コマの画像を連 
写します。スポーツのフ オーム チ エツ 
クなどに適しています。 



□ 撮影モードにずる 

且 MENU ボタンを f 甲ず 

メニューが表示されます。 

且◄/►で [ Mode ] (撮影モード)、 
▲で[マルチ連写]を選ぶ 


撮る(応用) 


17 






























凸 ◄/ ►で [哩] (インターバル)、 ▲/ 
▼でコマ間の希望のインターバル 
を選ぶ 

コマ間のインターバルは [1/7.5] 

砂、 [1/1 引砂、 [1/30] 砂か5選 
ぶことがでをます。 



且撮影ずる 

け女の静止画の中に連続した16コマ 
の画像を記録します（画像サイズ 
1 M)o 


撮影が数 

弹位：秘 

サイス 

1M 

1目 M 巨 

24 (46) 

32M 己 

50 (93) 

64M 己 

101 (187) 

128M 巨 

202 (376) 

2日 6M 巨 

356 (649) 

512MB 

725(1319) 


• 枚数は[画質]設定びファイン（スタンダー 
の の順で記載されています。撮影状況に 
よって、数値と異なる場合びあります。 


• マルチ連写では下記の操作びで走ません。 
-フラッシュ撮影 
一曰付-時刻の挿入 

• A イプリッド撮該に設定しているとき 
は、7ルチ連写はでをません。 

• メニューの「〇」び[オート]のとき、イ 
ンターバルは [1/30] 秒に固定されます。 

• マルチ連写で撮った画傲を本機で再生す 
るとさは、27ページをご覧ください。 

• シーンセレクションのモードによって 
は、マルチ連写でをない場合びあります 
(21 ぺージ)。 


場面に合わせて撮る 

- シーンセレクシ3ン [ PHOfol / 田 m 

目的のモードを選んでか5撮影する 
と、撮影の効果を高めることがでをま 
す。 

こみ]拡大鏡モード 

被写体は液晶画面上に最大 3.3 倍に拡大 
されて表示されます。このため通甫で 
は肉眼で確認しづらい細部の様子を見 
ることげでをます。 


被写体までの距離 

拡大表示倍率 

1 cm 

3.3 倍 

2 cm 

2.1 倍 

5 cm 

1.日倍 

10 cm 

日.5倍 

20 cm 

日.3倍 































•ピント合わせに必要な被写体までの距離 
は1 cm から20 cm です。 

• 光学ズームは W 側に固定され使えませ 
Aj 。 

• ズームレバーを 動かす と、 デジタル ズー 
ムで拡大して撮影で をます。 


CU1.1 

^夜景モード 

暗い雰囲気を損なわずに、遠くの夜景 
を撮影することびできます。 



• シャッタースピードび遅くなるので、= 
脚のご使巧をおすすめします。 


4"^ 夜景&人物モード 

夜景と手前の人物を同時に撮影すると 
さに使います。夜景の雰囲気を損なわ 
ずに、手前の人物を隙立たせた画像を 
撮影することびできます。 



• シャッタースピードび遅くなるので、= 
脚のご使用をおすすめします。 

曲 風景モード 

遠景にピントを合わせることで、遠< 
の風景などを撮影しやすくします。 



るスノーモード 

雪景色などの画面全体び白くなるよラ 
な場所で撮影する場合、画面が沈みが 
ちになるのを防ぎ、明るくなるよラに 
します。 



ビーチモード 

海や湖畔などの場所で撮影するとを、 
水の青さを鮮やかに記録します。 



一撮る忘用) 
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广が高速 シャツターモード 

屋外などの明るい場所で動さのある被 
写体を撮影するとをに使います。 



• シャッタースピードび速くなるので、暗 
い場所で撮影すると画傲び暗くなりま 
す。 

ぶ担巧ち上げ花火モード 

打ち上げ巧火ををれいに撮影すること 
がでさます。 



• EV 補正値を設定してシャツタースピード 
を変えることびで去ます。 

• シャッタースピードび遅くなるので、= 
脚のご使用をおすすめします。 


2キャンドルモード 

ノてーティやキャンのレヴービスのとき 
など、キャンドルライトの雰囲気を損 
なわずに撮影することがでをます。 



• シャッタースピードび遅くなるので、= 
脚のご使巧をおすすめしまず。 



D 撮影モードにする 

且 MENU ボタンを押ず 

；><こユーが 表示されます。 

且◄で[〇](カメラ）を選び、 

で希望のモードを選ぶ 

シーンセレクシヨンを解除ずるには 
▲/▼ではート]または[プ□グラム] 
を選んでください。 
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シーンセレクシヨン撮嚴について 

シーンセレクションで撮影する場合、撮影シーンに合わせて最適な設定になるよ 
ラにフラッシュなどの機能の組み合わせが決まっています。各撮影モードの機能 
設定については、下記の表をご覧ください。 


機能 

撮影 モ 

マク〇 

フラッシュ 
モ—ド 1) 

AF 測距梓 

フ オー カス 
プリセット 

ブラケット 1) 

ホワイト 

バランス 

高速連写13/ 
マルチ連写 

: 

- 

り® 

O 

- 

- 

〇 

- 

J 

- 


O 

00 

- 

〇 

- 

い 

〇 

そ SL 

o 

〇 

- 

〇幻 

- 

函 

- 

il® 

o 

〇〇 

〇 

〇 

〇 

る 

〇 

il® 

o 

〇 

〇 

〇 

〇 

心 

〇 

m 

o 

〇 

〇 

〇 

〇 

广ぉ 

〇 

il® 

o 

〇 

〇 

〇 

〇 

紙 

- 


- 

〇〇 

- 

み 

- 

i 

- 


中央重点 AF 

0.5 m /1.0 m / 

3.0 m /7.0 m 

- 

み 

- 


• 〇はお好みの設定びでさる機能です。 

" 動画撮影のときは、使巧できません。 

2) 静止画撮影時は、オートまたは州 B になりまず。 


NR ス □—シヤッ ター 


撮影した画慷か5ノイズを低減し、をれ 
いな画傲を得る機能です。シャッタース 
ピードび1/6秘またはそれより遅い設定 
になると、自動的に NR ス□-シャッ 
ター機能び働を、シャッタースピード表 
示の前に 「NR」 び表おされます。 



PHOTO ボタンを深 
く巧し込む。 


このとき画面は黒く 
な0ます。 


r 赃理制の表示び消 
えると、画徹び記録 
されます。 


• r 撮影中」と表おび出ているとさは、 
本機を動かさないでください。手ぶ 
れを防ぐために=脚のご使用をおす 
すめします。 


• シャッタースピードび遅く設定され 
ているとさは、処理に時間びかかる 
ことびお0ます。 





































将殊効果を加えて撮る 

-ピクチャーエフェクト 


[ PH ® /[MOViEl 


画傲に特殊効果を加え、メリノ VIJ をつ 
けることがでさます。 



セピア 



古い写真のよラな色 

合し M し 


操作の前に 

こユーの[〇](カメラ）を[オート] 
政がに設定しておきます（4、61ぺ一 
ジ)。 
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MENU ポタン 


コント□ールボタン 


□ 撮影モードにずる 

且 MENU ボタンを押ず 

ニューび表示されます。 

且◄/►で [ PFX ] ( P . エフェクト)、 
▲/ ▼で希望のモードを選ぶ 

□ 撮影ずる 


ピクチャーエフェクトを解除するには 

手順回で[切]を選んでください。 

• ここで選んだ設定は、電源を切ったあと 
は保持されません。 





























フォルダを還巧して再を 
する 

再生したい画像の入っているフオルダ 
を選択します。 


MODE ボタン 



コント□ールボタン 

□ MODE ボタンで再生モードにず 
る 

且 MENU ボタンを f 甲ず 

メニューが表示されます。 

旦◄で[己](フォルダ）を選び、中 
巧の•を押す 


且 ◄/ ►で再生したいフォルダを表示 
させる 

ちをフォルダ選巧 


フオルダち：102 
ファイ JUS: 0 
巧巧曰時； 



且▲で误衍を選び、中央の♦を 
押ず 


再をフォルダの還択を中止ずるには 

手順且で[キャンセル]を選んでくだ 
さい。 


シングル画面のとを 



インデックス （9 枚）画面のとを 

ilHH 

縣巧鐵 
疑固® 


"メモリースティックデュオ"に複 
数のフオルダびあるとまは 

フオルダの内の最初/最後の画徹に下 
記のマークび表示されます。 

臣]:前のフオルダに移動できます。 

臣]:なのフオルダに移動でをます。 

函：前のフオルダにも、次のフオルダ 
にち移動でをます。 


インデックス （16 が表示）画面のとを 


□田魅 
巧關麵肪 

面 IIMIP 
因 i __ も Brill 案 i 


• 再生フオルダ内に画徹びないとをは、「こ 
のフオルダにはファイルびありません」と 
表示されます。 

























































静止画の一部を拖大する 


撮影した画像を元の画像の5倍まで拡大 
することができます。また、拡大した 
画像を新しいファイルとして記録する 
ことびでをます。 

(再生ズーム）レバー 


MODE ボタン 



MENU ボタン 


コント□—ル 
ボタン 


画像をあ大する- 再生ズーム 


□ MODE ボタンで再生モードにず 
る 

且 ◄/ ►で拡大したい画像を表示ずる 

且巧が K 再生ズーム）レバーを@側 
にず5して、画像を拡大ずる 

□ ▲/▼/◄/ ►を繰り返し押して、拡大 
したい部分を 選ぶ 

▲を巧す 


►を 

押す 


▼を巧す 



◄を 

巧す 


▲:画像の上側を見るとき 
▼:画傲の下側を見るとを 
◄:画徹の左側を見るとき 
►:画徹のち側を見るとき 


且句/@谓生ズーム）レバーで画像 
の大きさを調舊ずる 



拡大表示をやめるには 

中央の•を押して < ださい。 

• 動画/マルチ連写画像は再生ズームでを 
ません。 

• 拡大していない画像び表おされていると 
きに巧が U 再生 ズー ム） レバーを Q 側に 
ずらすと、インデックス画面に切り撰ね 
ります（別冊基本編 一 、43ページ)。 
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as 大した画像を言 s 録する 

-卜化ンヴ 


連続して再生 

-スライド シヨー 


する 


□ 再生ズーム後に MENU ボタンを 
巧ず 

メニューが表示されます。 

且►で[トリミング]を選び、中央 
の♦を巧ず 

旦 ▲/ ▼で画像サイズを選び、中央の 
♦を押ず 

画徹が記録され、拡大前の画徹表 
示に戻ります。 

• 卜 U ミングした画傲は一番新しいファイ 
ルとして記録フオルダに記録されます。 
元の画像はそのまま残ります。 

• 卜 U ミングした画傲は画質び劣化する場 
合びあります。 

• 3:2の画债サイズに卜 U ミングすることは 
でをません。 


撮影した画像を順番に再生します。画 
像のチェックやプレゼンテーションな 
どに便利です。 


MODE ボタン 



コント□—ルボタン 

n MODE ボタンで再生モードにず 
る 

且 MENU ボタンを押ず 

こユーが 表示されます。 


且◄/►で[り](スライドシヨー) 

を選び、中央の♦を押す 

▲/▼/◄/ ►で下記の設定を選んでく 
ださい。 

間隔設定 

静止画の再生間隔を設定します。 

3砂/5砂/1日砂/3日秒/1分 

再生画像 

フオルタ’内： 選択しているフオル 
ダ内の画像びすべて再生され 
る。 

をて：" メモ U— スティックデュ 
才"内の画像がすべて再生され 
る。 


繰0返し 

入： 繰り返し再生される。 

切： すべての画像が再生される 
と、スライドショーは終わる。 

□ ▼/►で[スタ ー ト]を選び、中巧 
の•を押ず 

スライドショーげ始まります。 
















靜止画を回乾ずる 


スライドシヨーの設定を中止するに 
は 

手順回で[キャンセル]を選んでくだ 
さい。 

スライドシヨーの再生を中止するに 
は 

中央の♦を押して、►で[終了]を選 
び、•を巧してください。 

スライドシヨー再生中に画像を送る/ 
戾すには 

► (送り）またはィ（戻し）を押してくだ 
さい。 

• [間隔設定]の設定時間は目安です。再生 
画债のサイズなどにより、蜜わることび 
あります。 

• A イブリツド撮影した画傲は、静止画の 
み再生されます。 
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力;ラを縦にして撮影した画像を、回 
転して表示することがでさます。 


抽 

MODE ボタン 



コント□ールボタン 


n MODE ボタンで再生モードにし 
て、回転させたい画像を表示する 

且 MENU ボタンを押ず 

；><こユーが 表示されます。 

回 ◄/►で[肺]個転）を選び、中 
巧の♦を押す 

H ▲で [で、] を選び、 ◄/ ►で画像 
を回転させる 

回 A / ▼で误衍を選び、中央の ♦ 
を押ず 

回起を中止ずるには 

手順凸または 且で [キャンセル]を選 

んで < ださい。 

• プ□テクトされている 1 H 象/動画/マルチ 
連写画傲は回転でさません。 

• A イブリツド撮該した画憬を回転しても、 
A イブ U ツド再生では、回転していない画 
债び再生されます。 

• 他機で撮影した画像は本機では回転でさ 
ないことびあります。 

•パソコンで画像を見るとを、ソフトウエ 
アによっては画像の回転情報び反映され 
ない場合びあ0ます。 





















7 ルチ連写の画像を再を 
する 

マルチ連写で撮影した画像を順番に再 
生したり、 J コマずつ再生したりするこ 
とびでをます。画像のチェックなどに 
便利です。 


MODE ボタン 



コント□—ルボタン 

• バソコンで再生すると撮該された1目コマ 
び1枚の画像として同時に表示されます。 
マルチ連写機能のない力分ラで再生した 
場合ち同様です。 

• マルチ連写画徹は分割でをません。 


属綜しで猫する 


n MODE ボタンで再生モードにず 
る 

且 ◄/ ►でマルチ連写の画像を選ぶ 

マルチ連写画像び順番に再生され 
ます。 



一時停止するには 
中央の♦ボタンを押してください。辭 
除するとをは、ちラ1度中央の♦を押し 
てください。表示されていたコマから 
連続再生が始まります。 


1コ7ずつ再をする 


□ MODE ボタンで再生モードにす 
る 

且 ◄/ ►でマルチ連写の画像を選ぶ 

マルチ連写画像が順番に再生され 
ます。 

且コマ再生したい場所で中巧の•を 
巧ず 

コマ再生表示が表示されます。 



凸 ◄/ ►で画像を送る 

►:なのコマが表示されます。 

押し続けるとコマが順送りされ 
ます。 

◄:前のコマが表示されます。 

押し続けるとコマが逆送りされ 
ます。 


I 見る(蔓 
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連続再生に戾るには 

手順回で中央の•を押してください。 
表示されていたコマから連続再生が始 
ま D ます。 

撮露した画像を削おずるには 

マルチ連写で撮影した画儘は希望のコ 
マのみを削除することびでをません。 
削除を実行すると、1目コマすべてが削 
除されます。 

1 削除したいマルチ連写の画像を表示 
する。 

2 ;引/雨(削除）ボタンを押す。 

3 [削除]を選び、中央の•を押す。 
すべてのコマび削除されます。 


画像を保護ずる 

-プ□テクト 

大切な画像を誤って消さないように保 
護します。 



• フ オーマツ トするとプ□テクトした画傲 
ち削除され元に戻せないのでご注意くだ 
さい。 

• プ□テクトには時間びかかる場合びあり 
ます。 


シングル画面のと走 

n MODE ボタンで再生モードにずる 

且 ◄/ ►でプ□テクトをかけたい画像 
を表示ずる 

回 MENU ボタンを押ず 

こ ユーげ 表示されます。 

凸◄/►で[0-](プ□テクト）を 選 
び、中巧の♦を押ず 

表示されている画像にプ□テクト 
がかかり、 0 ~n (プ□テクト） マー 
クが付をます。 



且他の画像にもプ□テクトをかけた 
いとをは、 ◄/ ►でプ□テクトをか 
けたい画像を表示し、中巧の♦を 
押す 


プ□テクト指定を解除するには 

手順囚または且でもう1度中央の•を押 
して < ださい。か-マークが消えます。 























インデックス画面のとを 


□ MODE ボタンで再生モードにし 
て、 H (インデックス）レバーを 
上に1回ず5してインデックス 
(9 枚表示）画面にずる 

16枚表示するには上に2回ずらしま 
す。 

且 MENU ボタンを巧ず 

メニューび表示されます。 

回 ◄/ ►で[0-](プ□テクト）を選 
び、中央の♦を巧ず 

凸 ◄/ ►で[選択]を選び、中巧の ♦ 
を巧す 

且プ□テクトをかけたい画像を ▲/ 
▼/◄/ ►で選び、中巧の参を巧ず 

還んだ画像に緑色の0■"マークび付 
をます。 

怒 H 鏡 

運徽直 


□ 他の画像にらプ□テクトをかけた 
いときは、手順且を繰り返ず 

B MENU ボタンを押ず 

0 ►で[実行]を選び、中巧の♦を 
押す 

ゎ1マークび白色に変わり、選択し 
た画像にプ□テクトがかか0ます。 


プロテクトを中止するには 

手順回で[キャンセル]を、または手 
順0で[終了]を選び、中央の•を押し 
て < ださい。 

プロテクト指定を解除ずるには 

手順且でプ□テクトを辭除したい画像 
を ▲/▼/◄/ ►で選び、中央の♦を押して 
ください。〇^マークびグレーに変ゎり 
ます。プ□テクトを辭除したいすべて 
の画像について繰り返して<ださい。 
次に MENU ボタンを巧し、[実行]を選 
び、中央の•を押して<ださい。 


フォルダ巧のずべての画像をプロテ 
クトするには 

手順因で[フォルダ内全て]を選び、 
中央の•を押してください。次に[入] 
を選び、中央の•を押してください。 

フォルダ巧のすべての画像のプロテ 
クト指定をおおするには 

手順田で[フォルダ内全て]を選び、 
中央の•を巧してください。次に[切] 
を選び、中央の•を巧してください。 













画像のサイズを変える 

-リサイズ 

撮影した画像のサイズを変えて、新し 
し、ファイルとして記録でをます。 

5 M 、3 M 、1 M 、 VGA のサイズに変え 
られます。 

U サイズしたあとち元の画像はそのま 
ま残ります。 


MODE ボタン 



コント□ールボタン 


n MODE ボタンで再生モードにず 
る 

且 ◄/ ►でサイズを変更したい画像を 
表示ずる 

回 MENU ボタンを押ず 

こユーび 表示されます。 
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□ ◄/►で[因](リサイズ）を選 
び、中央の♦を押す 

且 ▲/ ▼で変更したいサイズを選び、 
中巧の♦を巧ず 

U サイズした画像は選択している 
記録フォルダに一番新しいフアイ 
ルとして記録されます。 

リサイズを中止するには 

手順且で[キャンセル]を選んでくだ 
さい。 


• 動画/マルチ連写画像は U サイズでさま 
せん。 

• ルさいサイズから大きいサイズにリヴイ 
ズすると、画慷び劣化します。 

• 3:2の画傲サイズに U サイズすることはで 
さません。 

• 3:2の画傲をリサイズすると、画傲の上下 
に黒い帯び入ります。 


















詩止画をプリントずるには 


本機で撮影した画像をプ I 」ントするに 
は下のち法びあります。 



ダイレクトプリント （ PictBridge 巧応プリンター） （32 ぺ一 

ジ） 

Pic 旧 ridge 対応プリンターに本機を直接接続してプリントします。 

ダイレクトプリント（"メモリースティック"巧応プリンター） 

ソモ U — スティック"対応プ U ンターでプリントします。詳しくは 
プ U ンターの取扱説明書をご覧ください。 

パソコンをほつてプリント （45 ページ） 

本機に付属の CD - ROM に入っているソフトウエア 
fPicturePackageJ を使って画像をパソコンに取り化んでから、プ 
リントします。プ U ンターの操作方法についてはプ U ンターの取扱 
説明書をご覧ください。 

お店でプリント （37 ページ） 

プ U ントサービス店に"メモ U —スティックデュオ"とメモリース 
テイックデュオアダプターを持参します。プ U ントしたい画像 
にあらかじめプ U ント予約マークを付けることわでをます。 


オンラインプリント （44 ページ） 

本機に付属の CD - ROM に入っているソフトウエア 
rPicturePackaaeJ のオンラインプリントミち文機能を使います。 


静止画をプ U ントずる 

































ダイレクトプ y ントずる 


パソコンを持っていない場合でも 
円 ct 目 ridge 対応のプ U ンターを使え 
ば、本機で撮影した画像を簡単にプ U 
ントすることがでをます。セットアッ 
プ画面で USB 接続の設定をして、 USB 
ケーブルを使ってサイバーショットス 
テーションに取り付けた本臟とプ U ン 
ターをつなぐだけです。 

円 ct 目 ridge 対応のプ U ンターでは、イ 
ンデックスプ U ント*もでをます。 

バ Pi な Bridge 

* インデックスプ U ントはプ U ンターに 
よっては対応していない場合びありま 
す。 

• プ U ントの途中で電源び切れないよラに 
するため、 AC アダプターのご使用をおす 
すめします。 

• 動画はプ U ントで去ません。 

• プリンターと接続中、プ1」ンターからエ 
ラー発生の通知びくると、がび約日砂間 
点滅します。その場をは、接続している 
プリンターを確認して < ださい。 


シングルプリント 


インデックスプリント 


过□田 

翔磯面 


田田田 
田な国 
国田国 


•同じ画债を並べるときは、シングル画面 
で[この画债]を選択し、[インデックス] 
を[入]にして<ださい巧4ページ)。 
•プ U ンターによって、 ] 枚のインデック 
スプ U ントに印刷される画傲枚数は異な 
0ます。 


本機の準備をずる 

本機とプ U ンターを接続するために 
USB 接続の方まを設定します。 

操作の前に 

•>< こユーをセットアップ画面に設定し 
ておさますほ、64ページ)。 



コント□—ルボタン 


n ▼で田]馈定 2) を選び、 ▲/▼/ 
►で [USB 接続]を選ぶ 

且►/▲で [PictBridge] を選び、中 
巧の♦を押ず 



フ7イナルナンパー; 



PTP 

ビデオ巧号出力： 

桶ち 

時 ft 設定： 
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US 目接続び設定されました。 





































本機とプ y ンターを接続ずる 


本機をサイバーショットステーション 
に取 D 付け、 USB ケーブル（付属）で 
サイバーショットステーションの*^ 
( USB ) 端テとプ U ンターの USB 端モ 
を接続し、本機とプ U ンターの電源を 
入れて < ださい。 

現在のモードに関係なく、再生モード 
になり、選択されている再生フオルダ 
の画像が液晶画面に表示されます。 



セットアップ画面の [ USB 接続]を 
[ PictBridge ] に設定していないと 
をは 

本機の電源を入れても PictBridge の機 
能はご使用になれません。サイバーシ 
ョットステーションから US 臣ケーブル 
を抜き、 [ PictBridge ] に設定し直して 
<ださい巧2ページ)。 


シングル画面でプ y ントする 


本機とプ U ンターを接続すると、プ U 
ントニューび表示されます。 


H ボタン 



□ ▲/ ▼で希望のプリント種類を選 
び、中央の♦を押ず 



フオルダ内をて 

フオルダ内のすべての画像をプ U 
ントする。 


静止画をプ U ントずる 
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DPOF 画像 

表示されている画徹と関係なく、 
或口 U ント予約）マーク巧7 
ページ）び付いているすべての画像 
をプ IJ ントする。 

選択 

画像を順に選択する。選択された 
すべての画像をプ U ントする。 

1プリントしたい画傲を ◄/ ►で選 
び、中央の•を押す。 

選んだ画像に>/マークび付をま 
す。 

• 他の画憬を選択するには、この手 
順を繰り返してください。 

2 ▼で[プリント]を選び、中央の 
♦を押す。 

この画像 

表示されている画徹をプリントす 
る。 


且 ▲/▼/◄/ ►でプリント設定をする 



インデックス 

インデックスプ U ントをするとを 

は[入]を選ぶ。 

サイズ 

用紙サイズを選ぶ。 

曰付 

日付を挿入するとをは[年月日]ま 

たは[曰時分]を選ぶ。 

• 手順 n で[この画债]を選んでインデック 
スプ U ントした場合、同じ画慷び並びま 
す。 

• [日佈で[年月日]を選んだ場合、「日付 
/時刻を合わせる」（別冊基本編一心19 
ページ）で選んだ表示順の年月曰び挿入さ 
れます。ただし、お使いになるプリン 
ターによっては対応していない攝合びあ 
ります。 

• プ U ンターで対応していない項目は表示 
されません。 


且▼で[枚数]、 ◄/ ►でプ U ントずる 
枚数を選ぶ 

[インデックス]が!;切]のとき：選 
択した画像の印刷枚数 
[インデックス]が[入]のとき：イ 
ンデックスプリントの印刷枚数。 
手順田でにの画傲]を選んでいる 
場合は、同じ画像を1枚の用紙に並 
ベる数になります。 

• インデックスプリント時、並べる画徹の 
数によっては1枚の巧祇に収まらないこと 
びあ0ます。 

凸▼/►で误衍を選び、中央の ♦ 
を押す 

画像が印刷されます。 
c ||>( US 目ケーブル抜き禁止）マー 
クが画面に表示されているとを 
は、 US 目ケーブルを振かないでく 
ださい。 



'em 
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インデックス画面でプ y ント 
する 


プリントを中止するには 

手順田で[キャンセル]を、または手 
順且で腦了]を選んでください。 

他の画像ちプリントするには 

手順凸のあとでプ U ントしたい画像を 
◄/ ►で選び、[プ U ント]を選んでくだ 
さい。 


本機とプ U ンターを接続するとプリン 
トゾニューが表示されます。[キャンセ 
ル]を押してプ U ント y こューを消して 
ください。 

n MODE ボタンで再生モードにし 
て、 H (インデックス）レバーを 
上に1回ず5してインデックス 
(9 枚表示）画面にずる 

16枚表示するには上に2回ずらしま 
す。 

且 MENU ボタンを押ず 

こ ューが 表示されます。 

且►で阻](プリント）を選び、中 
巧の♦を押ず 

凸 ◄/ ►で希望のプリント種類を選 
び、中央の•を押ず 


選択 

画徹を順に選択する。選択された 
すべての画徹をプリントする。 

1プ U ントしたい画像を ▲/▼/◄/► 
で選び、中央のを押す。 

選んだ画像に>/マークが付きま 
す。 

• 他の画债を選択するには、この手 
順を繰り返してください。 

2 MENU ボタンを押す。 

DPOF 画像 

表示されている画像と関係なく、 

曾/(プリント予約）マーク巧7 
ページ）び付いているすべての画像 
をプリントする。 

フオルダ巧をて 

フオルダ内のすべての画像をプ U 
ントする。 


口し… J 田 

魁!!^關 

J 油 I 綱 r な -' 

I キャンセル I が I DPOFB 左 1 > 


■静止画をプリントずる 
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且 ▲/▼/◄/ ►でプリント設定をずる 



インデックス 

インデックスプ U ントをするとを 
は[入]を選ぶ。 

サイズ 

用紙サイズを選ぶ。 

曰付 

曰付を挿入するとをは[年月曰]ま 
たは[曰時分]を選ぶ。 

• [日佈で[年月日]を選んだ場合、旧付 
/時刻を合わせる」（別冊基本編一心1日 
ページ）で選んだ表を順の年月曰び挿入さ 
れます。ただし、お使いになるプリン 
ターによっては対応していない場合びあ 
ります。 


回▼で[枚数]、 ◄/ ►でプリントずる 
巧数を選ぶ 

[インデックス]が[切]のとを：選 
おした画傲の印刷枚数 
[インデックス]が[入]のとを：イ 
ンデックスプリントの印刷枚数。 

• インデックスプ U ント時、並べる画傲の 
数によつ口ま1枚の用紙に収まらないこと 
びあ0まず。 

H マ!>で 陕衍を選び、中巧の ♦ 
を押ず 

画徹が印刷されます。 

聲 (US 目ケーブル抜き禁止）マー 
クが画面に表示されているとき 
は、 USB ケーブルを抜かないでく 
ださい。 



プ U ントを中止ずるには 

手順回で[キャンセル]を、または手 
順百で嶋了]を選んでください。 
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おなでプソン/^する 


お店でプリントずる場合は、下記にご 

ま意 < ださい。 

• どの種類のモ u— スティック"に 
対応しているかプ U ントサービス店 
にお問い合わせください。 

• "_>< モ u— スティック"に対応してい 
ないプ1」ントサービス店をご利用の 
場合は、 CD-R などにコピーしてお 
持ちください。 

•メモ U —スティックデュオアダ 
プターわお持ち < ださい。 

• プ U ントサービス店をご利用の場合 
は、必ずデータのバックアップをお 
とりください。 


プリン トホ約マークを巧ける 


プ1」ントしたい画像に本機であらかじ 
めプ U ント予約マークを付けて、プリ 
ントサービス店に持参すると便利で 
す。 


H ボタン 



• 動画で撮該した画傲にはプ U ント予約 
マークは 付けられません。 

• マルチ連写で撮影した画傲は16分割され 
た1枚の画债としてプリント予約マークび 
付さます。 

• プ U ント枚数の設定はで去ません。 


シングル画面でプジン トザが 
7—夕をがける 

□ MODE ボタンで再生モードにず 
る 

且 ◄/ ►でプリント予約したい画像を 
表のずる 

且 MENU ボタンを巧ず 

メニューび表示されます。 

□ ◄/ ►で [ DP 0 F ] (DPOF) を選び、 
中央の♦を巧ず 

表示されている画像にが（プI」ン 
卜予約）マークび付をます。 



且他の画像にもプ U ントモ約マーク 
を付けたいときは、 ◄/ ►でプ U ン 
卜予約したい画像を表示し、中巧 
①参を巧ず 

プリントモ約マークを消'ずには 

手順凸または 且で ちう1度中央の♦を巧 
してください。昼 r マークびミ肖えます。 




















インデックス画面でプ y ント 
モ約マークを付ける 


n MODE ボタンで再ちモードにし 
て、 H (インデックス）レバーを 
上に1回ず5してインデックス 
(9 巧表示）画面にずる 

16枚表示するには上に2回ずらしま 
す。 

且 MENU ボタンを巧ず 

メニューび表示されます。 

且 ◄/ ►で [ DP 0 F ] (DPOF) を選び、 
中央の♦を巧ず 

田 ◄/ ►で曜択]を還び、中巧の ♦ 
を巧ず 

• [フォルダ内全て]で、マークを 
付けることはでをません。 

且プ U ントモ約したい画像を ▲/▼/ 
◄/ ►で選び、中巧の♦を巧ず 

還んだ画像に緑色の因^マークび付 
さます。 

展 ---] 口 

mmm 

S お面 

，电ソタク prarm 
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巧他の画像にもプリント予約マーク 
を付けたいときは、手順且を繰 
り返す 

H MENU ボタンを押ず 

回►で误衍を選び、中央の♦を 
巧ず 

曾 f マークが白色に蜜わり、設定が 
完了します。 

プ ij ント巧約マークを消ずには 

手順回で曾 r マークを消したい画像を 
▲/▼/◄/ ►で選び、中央の•を押してく 
ださい。 


フォルダののずベての画像のプリン 
トモ約マークを消ずには 

手順且で[フォルダ内全て]を選び、 
中央の•を巧してください。次に[切] 
を選び、中央の•を巧してください。 

プリント巧約マークを中止するには 

手順 E! で[キャンセル]を、または手 
順回で[終了]を選んでください。 
















iPicture Package] 

をィンストールする 

[Picture PackageJ は Windows のみ 
にが応していまず。 

本機に付属の CD - ROM に入っているソ 
フトウ： I ：ア 「Picture PackageJ (ピク 
チャーパッケージ）を使ラと、本機で撮 
影した画像をお使いのパソコンで活用 
できます 。 「Picture Package 」 のイン 
ス I -ールを行ラと、 US 目ドライバのイ 
ンス I -ールも同時に行えます。 

•パソコンを使用中の場をには、インスト 
-ル前に使用中のソフトウエアをすべて 
終了して < ださい。 


Picture Package に関するお問い合わせ 
サボートはピクセラ ユーザー サポート 
センターに委託していまず 
ピクセラ ユーザー サボートセンター 

電話： 06-6633-3900 

受付時間：月〜日午前如き〜午を 5 時 
(ただし、年末、年始、巧曰を除く） 
URL : http://www.ppacKage.com/ 


Windows の基本動作環境については 
別冊基本 編 一 、51ページをご寛く 
ださい。その他に下記の環境び必要 
になります。 

お要なソフトウ エア： Macromedia 
Flash Player 6.0 政降、 
Windows Media Player 7.0 
降 、 DirectX 9. Ob 拟降 
オンラインでプリントミち文する 
場をは （44 ページ )、 Internet 
Explorer 5. 日政降 （5.5 SP 2、 
6 SP 1 を推奨） 

サウンドカード M 6 bit ステレオサウ 
ンド カード および スピーカー 
メモリ： 目4 M 目政上 （128 M 目な上 
を推奨） 

八ードディスク： インス!-ール時に 
必要な容量：約日0日 MB 
ディスプレイ ： 4 M 目の VRAM を搭載 
したビデオカード （Direct 
Draw ドライバに対応） 


• スライドショーを自動作成する場合は 
(44 ぺージ ）、 Pentium III 日日0 MHz 政 
上の CPU が必要です。 

• 本ソフトウェアは DirectX テクノ 〇ジー 
に対応しています。ご使用の際には 
DirectX のインス I -ールび必要です。 

• CD - R に書き込みを行う場をには、記 
録デノ（イスび動作する環境び別達必要 
です。 

MPEG -4 ( MP 4 形式）ファイルを再 

生する場合は下記の環境が必要です。 

OS : Windows 2000 

Professional/Windows XP 
Home Edition/Windows XP 
Professional がプリインストー 
ルされた旧 M PC / 互換機 

CPU : Intel Pentium III 1 GHz 政上 
を推契 

メモリ： 256 M 目政上を推奨 


バソ n ンで楽しむ 







n パソコンの電源を入れる 


インストールメニュー画面び表の 


• USB ドライバ単独でのインス!-ール 
刷 冊基本 編 一 ^ 日 2 ぺージ）をして 
いない場合は、インストール前に本機 
をパソコンに接続しないでください 
(Windows XP 政外)。 

• Windows 20日日をお使いの对ま、 
Administrator (管理者権限）で□グ 
オンして < ださい。 

• Windows XP をお使いの方は、]ン 
ピュータの管理者権限で□グオンし 
て < ださい。 

且 CD-ROM (付属）を、パソコン 
の CD-ROM ドライブにセットず 
る 

インストール;こユー画面が表示 
されます。 



されないときは、デスクトップ上 
の is (マイコンピュータ）一® 
(円 CTUREPACKAGE ) の順にダ 
ブルク I 」ックして<ださい。 

且 「Picture Package」 をクリック 
する 



設定言語の鹽巧围®び表示されます。 


□ 旧本副を選び、じ欠へ]をク 
U ックずる 



回じ欠へ]をクリックずる 

r 使用許諾契約」画面が表示されま 
す。 

「使用許諾契約」の内容をよ < 読 
み、同意される場合は[使用許諾契 
約の全条項に同意します]にチェッ 
クを入れ、[次へ]をク U ックしま 
す。 
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回じ欠へ]をクリックずる 



H 「インストール準備の完了」画面 
の[インス!-ール]をクリックず 
る 



インス!-ールび始まります。 

完了すると rimageStation 用の 
InstaHShield Wizard へようこそ」 
画面が表示されます。 


回 [巧へ]をクリックずる。 

「InstallShield Wizard の完了」 
画面が表示された5 [完了]をク 
リックずる 



インス!-ール完了後 、 「DirectX 
セットアップの開始」画面が表示さ 
れた場合は、画面の指示に従って 
インス!-ールしてください。 


□ [はい、今すぐコンピュータを再 
起動しまず]びチェックされてい 
ることを確認して、[完了]をク 
U ックずる 

パソコンが再起動します。 



C 卜で -I ’： I 


デスクトップ上に 「Picture 
Package Menu 」 と [Picture 
Package Menu 取り込み先フオル 
ダ」のショートカットが表示されま 
す。 

EE パソコンか！ 3 CD - R 0 M を取り出 
ず 



































rPicture Package] 

で画像をコピーずる 



• 通背は「マイピクチャ」フオルダ内に 
「円 cture Package 」、 「日付」フオルダび 
作成され、その中に画债ファイルびすべ 
てコピーされます。 


別冊基本編一、54ページの操作を行 
い、本機とパソコンを付属の USB ケー 
ブルでつないでください。 

r 円 cture Package 」 が自動起動し、ソ 
モ U —スティックデュオ"内の画徹び 
コピーされます。コピーび行われると 
円 cture Package Viewer が起動し、〕 
ピーされた画傲び表示されます。 


•「Picture Package 」 で自動コピーび巧え 
ない場合は 、 「Picture Package Menu 」 
を起動し、[自動取り込如の中にある 
[設定]を確認してください。 


rPicture PackageJ 

をほ用する 

デスクトップ上にある[円 Cture 
Package Menu ] を起動させて画像を 
活用するち法を説明します。 

• お使いのパソコンによっては初期画面び 
異なる場合びあります。画面ち下の r 設 
定」でお巧みの順に変更することびでをま 
す。 

• 詳しい使いかたについては、各画面ち上 
にある浴)をク U ックして、ヘルプをご覧 
<ださい。 
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パソコン巧の画像を見る 

□ 画面左側の[パソコン內の画像を 
見る]をクリックずる 



且画面ち下の[パソコン巧の画像を 
見る]をクリックずる 



パソコン内の画像を見るための画 
面げ表示されます。 


CD - R に画像を1 呆巧する 


n 画面左側の [ GD - R に画像を保 
存]をクリックずる 



且画面ち下のに D - R に画像を保存 
ずる]をクリックずる 


'■H 

QIE 

を 巧口山 tPa か巧 t CDBackup 

函）因 

口 

C9 

けリコーロブモリ-立-が S み-^百と防田をじ D-。 

CIS 百で fSS, 

^[)5 00 - 祀国侦なを 

むり…パ 

白 B 円田 

KJ. ,-かサ* 

じ^ Tm ' f * が J 


0W 囚面 》S 店巧で S 

. . 1 S *。，。， hi e, 1 


CD - R に画像を保存するための画面 
び表示されます。 


• CD - R に画像を保をするには、 CD - R ドラ 
イブび必要です。対応ドライブの情報は 
ピクセラユーザーサポートセンターの 
ホームページで確認できます。 

httD ： //www. ppackage . com / 


圓バソ n ンで楽しむ 
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スライドシヨーを作成する 


n 画面左側の [ My スライド シヨー 
を自動作成] をク U ックする 



マ f 怖]州-一 -f 自胎匹する 


且画面ち下の [ My スライドショー 
を自動作成ずる]をクリックずる 

居. HtnjR 〜 h が JM'llll Qjxl 



My スライドショーを作成するため 
の画面げ表示されます。 


オンラインでプ y ントクちです 
る 

n 画面左側の[オンラインでプリン 
卜ま文ずる]をクリックする 



且画面ち下の[プリントまでへ進 
む]をク IJ ックずる 



オンラインでプ U ントミ主文するた 
めの画面び表示されます。 


• Windows 98には対応していません。 

• インターネットに接続するための環境び 
必要です。 

• イメージステーションのユーヴー登録が 
必要です。登録の方法は、ヘルプをご覧 
ください。 


44 





































































画像をプ u ントずる 


□ r パソコン巧の画像を見る」 （43 
ページ）の操作を巧い画像を一覧 
表の I しする。 

且画像一覧か！5プリントしたし個像 
をダブルクリックずる 

回画面上の g ; ボタンをクリックず 
る 



印刷用画面び表示されます。 


□ 画面左上の[印刷]ボタンをク 
リックして、 [ EP 刷]を選択ずる 



印刷ウイヴードび表示されます。 

且 EP 刷用紙や枚数を設定して EP 刷ず 
る 


* バソ n ンで楽しむ 
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な瞩かな？と君ったら 


困ったとさは、下記の流れに従ってく 
ださい。 

1 46〜56ページの項目をチェック 
し、本機を点検する 

お晶画面に「(：：□□: □□ J のよラ 
な表示び出たときは自己診断表示機 
能が働いていまず。 60 ページをご覧 
<ださい。 


2 RESET ボタンを先の細いもので押し 
てから、電源を入れる 
(この操作を行ラと、曰時などの設定 
は解除されます） 


3 デジタルイメージングカスタマーサ 
ポー トのホームページで確認する 
http :// www . sony . co . jp / cyber - 
shot / support / 


RESET ボタン 



4 テクこカルインフォ;><ーシヨンセン 
ターに電話で問い合わせる（裏表紙) 


バツテリー•電源 


症状 

原因/処置 

バッテリーが充電でさない。 

• 本機の電源び入っています。電源を切ってください（別冊基本編一、17ページ)。 

本機にバッテリーを入れられ 
ない。 

• 正しい向きにして入れてください（別冊基本編一、12ページ)。 
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組犬 

原因/処置 

バッテリー巧電中、 S/CHG ラ 
ンプが点滅ずる。 

• バッテリーを正しく取り付けてください（別冊基本編一、 12 ページ)。 

• バッテ U —び故障しています。テクニカルインフォメーションセンターに問い合わせてください（裏表紙)。 

• バッテ IJ 一び消耗しています。 AC アダプターを1度掠き差ししてから、バッテリーを充電してください。 

バッテリー巧電中、 を / CHG ラ 
ンプが点灯していない。 

• AC アダプターびはずれています。さちんと接続し直してください（別冊基本編一、12ページ)。 

• AC アダプターが故障していまず。テクニカルインフォ;-ションセンターに問い合わせてください（裏表紙)。 

• バッテリーを正しく取り付けてください（別冊基本編一、 12 ページ)。 

• 充電び完了しています。 

• バッテリーび消耗しています。 AC アダプターを1度披き差ししてから、バッテ U —を充電してください。 

• 本機をサイバーショットステーションに正しく取り付けてください（別冊基本編一、 10 ページ)。 

バッテリーの残 量 表示が正し 
くない。またはバッテリー残 
量 表示が巧分なのに電源がす 
ぐ切れる。 

• 温度び極端に高いまたは低いところで使巧しているためです （67 ページ)。 

• 残量表示機能と実際の残量にズレび生じたためです。バッテリーを使い切ってから充電すると、残量表示機 
能び正し<なります（別冊基本編一心14ページ)。 

• バッテリーび消耗しています。充電されたバッテリーを取り付けてください（別冊基本編一^じページ)。 

• バッテ U —そのものの寿命です （72 ページ)。新しいバッテ U —と交撰してください。 

バッテリーの消耗が早い。 

• バッテリーそのものの寿命です （72 ページ)。新しいバッテ U —と交撰してください。 

• 湿度び極端に低いところで使巧しているためです （71 ページ)。 

• バッテリー端テび巧れています。綿棒などで掃除してから充電してください。 

• バッテリーの充電び終わったら、 DC プラグを本磯から取りはずしてください。 

電源が入百ない。 

• バッテリーを正しく取り付けてください（別冊基本編一、 12 ページ)。 

• AC アダプターびはずれています。をちんと接続し直してください（別冊基本編一、16ページ)。 

• AC アダプターび故障しています。テクニカルインフォメーションセンターに問い合わせてください（裏表祇)。 

• バッテリーび消耗しています。充電されたバッテリーを取り付けてください（別冊基本編一、12ページ)。 

• バッテリーそのものの寿命です （72 ページ)。新しいバッテ U —と交撰してください。 

• 本機をサイバーショットステーションに正しく取り付けてください（別冊基本編一、 10 ページ)。 

• 液晶画面を開く動作び早いためです。ゆっくりと開き直してください。 



困 

ご 

た 

と 

を 

は 


||^ 
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症が 

原因/処置 

電源び途中で切れる。 

•操作しない状態び3分 L ソ上続くと、バッテ U —の消耗を防ぐため、自動的に電源び切れます。電源を入れ直す 
か、 AC アダプターをお使いください（別冊基本編一、16、17ページ)。 

• バッテ U —び消耗しています。充電されたバッテ I 」一を取り付けてください（別冊基本編一、12ページ)。 

• 本機をサイバーショットステーションに正しく取り付けてください（別冊基本編一、10ページ)。 


静止画/動画を撮る 


症状 

原因/処置 

電源を入れても液晶画面がつ 
かない。 

• 暗い場所で lai ボタンを押してバックライトびオフになっています。バックライトをオンにしてください 
(別冊基本編一心33ページ)。 

液晶画面に被写体が写 S ない。 

• MODE ボタンで撮影モードにしてください（別冊基本編一^ 27ぺージ)。 

動画 撮影 時、液晶画面が青く 
なって被写体び写らない。 

• A / V 0 UT ( STEREO ) 端子に A / V 接続ケープルびつなびった状態で、画傲サイズび [64 日 (30 fps )] に設定 
されています。 A / V 接続ケーブルをおいてください。または、画傲サイズを [64 日 (30 fps )] しソがにしてくだ 
さし、。 

フォー カスが合わない。 

• 近接（マクロ）撮影モードにしてください。近接（マク〇)撮影モードをお使いの場合でち、半巧ししたとさ 
に AE / AF □ック表示び点滅から点抑こ変わるまで、最短撮該距離よりも力六ラを離して撮影してください。 
または、シーンセレクションの:;み;;(拡大鏡モード）にして、被写体までの距離を1 cm から2日 cm にして、 
ピントを合わせてください。 

•シーンセレクションの；;み](拡大鏡モード)、 J (夜景モード)、囲(風景モード）またはぶ 拉 （打ち上げ花火 
モード）し^(外のモードを選んでください （21 ページ)。 

• フオーカスプ U セットになっています。オートフオーカスに戻して < ださい （9 ページ)。 

光ぎ ズームが でさない。 

• シーンセレクションの;;み;;(拡大鏡モード）政がを選んでください （18 ページ)。 

デジタル ズーム びでさない。 

• セットアップ画面の[デジタルズーム]び[切]になっています。[入]にしてください（己、目4ページ、月刪 
基本編—34ページ)。 
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組犬 

原因/処置 

画像が暗い。 

• 逆光になっています。測光モードを選んでください （13 ページ)。または、露出を補正してください （10 ペー 
ジ)。 

• 液晶画面び暗いので、バックライトの明るさを調節してください （65 ページ)。 

• IIZII ボタンを巧してバックライトをオンにしてください（別冊基本編一、33ページ)。 

画像が明るい。 

• 舞台撮影など、暗いところでスポットライトび当たっている状態で撮該しています。露出を補正してくださ 
い （1 日べージ)。 

• 液晶画面び明るいので、 LCD バックライトの明るさを調節してください （6 日ページ)。 

画像が白黒になる。 

• ピクチャーエフェクトを[モノ ト ーン]1；1外にしてください （22 ぺージ)。 

明るい被写体を写すと、縦に尾 
を引いたような画像になる。 

• スミアといラ現象です。故障ではありません。 

暗い 場 巧で ミを 晶画面を見ると画 
像にノイズが目なつ。 

• 暗い場所でち確認できるよラに、液晶画面を一時的に明るくする機能び働いています。撮影される画徹には 
影響ありません。 

撮影でをない。 

•"メモ U —スティックデュオ"び入っていません。 "； ^モ U —スティックデュオ"を入れて < ださい（別冊 
基本編一21ぺージ)。 

•"メモ U —スティックデュオ"の容量びいっぱいになっています。"メモ U —スティックデュオ"内の不要 
な画傲を削除してください（別冊基本編一、46ページ)。または、"メモリースティックデュオ"を交換し 
て < ださし、。 

• 誤消去防止スイッチのある"メモリースティックデュオ"を使用し、スイッチび 「 LOCK 」 になっていま 
す。解除してください （69 ページ)。 

• フラッシュ充電中は撮影できません。 

• MODE ボタンで撮影モードにしてください。 

撮影に時間びかかる。 

• NR ス□ーシャッター機能び働いていますに1ページ)。 


困つたとをは 
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症状 

原因/処置 

フラッシュ撮影がでさない。 

• 設定び® (発光禁止）になっています。オート（表示なし）、ろ（強制発光）またはお！■(スローシンク □) にして 
ください（別冊基本編 一 、38ページ)。 

• シーンセレクションの J (夜景モード)、：踞（巧ち上げ花火モード）または2 ( キャンドルモード）しがが)モー 
ドを選んでください (21 ページ)。 

• シーンセレクションの：;み;;(拡大鏡モード)、[3(風景モ-ド)、 る （スノ ーモード)、巧 =( ビーチモード）ま 
たは广が(高速シャッターモード）び選ばれています。強制発光）にしてください（別冊基本編一、38ペー 
ジ)。 

• [ Mode ] (撮影モード）を[通常撮影]にしてください。 

• 動画ではフラッシュ撮影できません。 

フラッシュ撮影した画像に、 
ぼんやりとした丸い巧点が 
写っている。 

• 空気中のホコ U びフラッシュの強い光に反射して写りこんだためです。故障ではありません。 

近接（マクロ）撮影ができな 
し、。 

• シーンセレクションの：;み；；(拡大鏡モード)、 J (夜景モード)、图(風景モード)、：泌（打ち上げ花火モード)ま 
たはク（キャンドルモード）び選ばれています。それしソ外のモードを選んでくださいに1ページ)。 

連写でさない。 

• ソモ U - スティックデュオ"の容量びいっぱいになっています。不要な画像を削除してください（別冊基 
本編 — 、46ページ)。 

• バッテ U —に巧分な残量びないため、け女しか撮れません。巧電されたバッテ U —を取り付けてください。 

被写体の目がホく写る。 

• 赤目軽減モードにしてください （64 ぺージ、月刪基本編一^ 38ぺージ)。 

• 被写体に近づいてフラッシュ推奨撮影距離（別冊基本編一心38ページ）内で撮影してください。 

. 室内を明る< して撮慕して<ださい。 

正しい撮影曰時び記録されない。 

• 曰付-時刻を合わせて<ださい （66 ページ、別冊基本編一、19ページ)。 

PHOTO ボタンを半巧しずる 
と F 値、シャッタースピードが 
点滅ずる。 

• 露出びをっていないので、補正してください （10 ページ)。 
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画像を見る 


を状 

原因/処置 

再生でさない。 

• MODE ボタンで再生モードにしてください。 

• 本機政がで撮影した動画の再生は保証でさません。 

• パソコンでフォルダ/ファイルの名前を変更したためです（別冊基本編一、64ページ)。 

• パソコンで画债を加工したファイルや、本機！;!がで撮影した画像は本機での再生を保証しません。 

• USB モードになっています。 USB 接続を終了してください（別冊基本編一、61、6目ページ)。 

表示直後に再生画像が粗い。 

• 画憬の理のため、表示直後に画徹び粗くなります。故障ではありません。 

テレビに画像が出ない。 

• セッ ト アップ画面の[ビデオ信号出力]び [ PAL ] になっています。 [ NTSC ] にしてください （66 ぺージ)。 

• 接続び正しくありません。確認してください（別冊基本編一、44ページ)。 

• USB 端子び接続されています（別冊基本編一心44ページ)。別冊基本編一心61ページ n 、 または別冊基本 
編 一 、66ページの手順〇に従って USB ケーブルを扳いてください。 

パソコンで再生できない。 

• 52ページをご覧 < ださい。 


B 困つたとをは 
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画像を削なずる/編集する 


症状 

原因/処置 

削除でさない。 

• 画傲がプロテクトされています。解除してください （28 ページ)。 

• 誤消ま防止スイッチのある"メモ U —スティックデュオ"を使用し、スイッチび 「 LOCK 」 になっていま 
す。辭除してください （69 ページ)。 

誤って消してしまった。 

• 画傲にプ□テクトをかけると、誤消去を防げます （28 ページ)。 

• 誤消去防止スイッチのある"メモ U - スティックデュオ"をご使用の場合、スイッチを 「 LOCK 」 にすると 
誤消去を防げまず （69 ページ)。 

U サイズがでさない。 

• 動画/マルチ連写画像は U サイズでをません。 

プリント予約マークが付かな 
し、。 

• 動画にはプ U ント予約マークを付けられません。 


パソコン 

パソコンとの接続ち法や最新ヴポート情報はデジタルイ y —ジングカスタマーヴポートのホームページをご覧ください。 
http://www.sony.co.ip/cyber~shot/support/ 


症状 

原因/処置 

巧応している 0 S が分からない。 

• 「パソコンの推奨使巧環境」を確認してください（別冊昼本編一、日1、66ページ)。 

USB ドライバをインストー 
ルでさない。 

• Windows 20日日を使用している場合は 、 Administrator (管理看権限）で□グオンしてください 
(別冊基本編一^日2ページ)。 
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組犬 

原因/処置 

本機がパソコンに認識されな 
い。 

• 本機の電源を入れてください（別冊基本編一、17ページ)。 

• バッテ U —残量びみないので、 AC アダプターを使用してください（別冊基本編一、16ページ)。 

• 付属の USB ケーブルを使ってください（別冊基本編 一 、日4、66ページ)。 

• 1度パソコンとサイバーショットステーションから US 目ケープルを抜いて再度しっかりと差し込み 、 「USB 
モード」と表示されているか確認してください（別冊基本編 一 、己6ページ)。 

• 本機をサイバーショットステーションに正しく取り付けてください（別冊基本編一、 10 ページ)。 

•セットアップ画面の [ US 己接続]を[標準]にしてください。 

• パソコンの USB 端子にサイバーショットステーションの他に機器び接続されています。キーボード/マウス 

U (がは取りはずしてください（別冊基本編己1ページ)。 

• 本機びパソコン本体に直接接続されていません。 USB ; V プ経由などで接続せずに本磯とパソコンを直接接続 
して<ださい（別冊基本編一、日1ページ)。 

• USB ドライバをインストールしてください（別冊基本編一*-己2ページ)。 

• CD-ROM (付鼠から 「 USB ドライバ」をインス!ルする前に、 USB ケーブルで本磯とパソコンを接続し 
たため、デバイスび正しく認識されていません。正しく認識されなかったデバイスを削除してから、 US 目ド 
ライバをインストールしてください（別冊基本編 一 、日2、日8ページ)。 

画像をコピーでをない。 

• 本機とパソ]ンを正しく USB 接続してください（別冊基本編一己4ぺージ)。 

• お使いの OS に対応した手順でコピーしてください （42 ページ、別冊基本編一、日6、日9、目6ページ)。 

• パソコンでフォーマットしたソモリースティックデュオ"で撮影したためです。本機でフォーマットした 
"メモ U —スティックデュオ"で撮影して<ださい。 

US 巨接続をしたと走に 
「Picture PackageJ び自動起 

動しない。 

•「Picture Package Menu 」 を起動し、[設定]を確認してください。 

• パソコンの電源を入れた状態で USB 接続をしてください（別冊基本編一、54ページ)。 

画像を再生でさない。 

•「Picture Package 」 ソフトウェアをお使いの場合は、各画面も上にあるヘルプをご覧ください。 

• パソコンメーカーまたはソフトウェアメーカーにお問いをわせください。 

動画を再生ずると画像や音が 
途切れる。 

• "メモ U —スティックデュオ"から直接再生しているためです。パソコンの八ードディスクに動画をコピー 
して、八ードディスクのファイルを再生してください （42 ぺージ、別冊基本編一>-56、66ベージ)。 










症状 

原因/処置 

画像を印刷できない。 

• プ U ンターの設定を確認してください。 

パソコンからコピーした画像 
ファイルび本機で見百れない。 

• 間違ったフオルダにコピーしています。 nOIMSDCFJ など本機で詔、識するフオルダにコピーしてください 
(別冊基本編 63ページ)。 

• パソコンでフオルダ/ファイルの名前を変更したためです（別冊 基本 編一、目4ページ)。 


"メモ IJ — スティックデュオ" 


症状 

原因/処置 

本機に入らない。 

• "メモ U —スティックデュオ’を入れる向きび違っています。正しい向きにして入れてください（別冊基本 
編—21ぺージ)。 

記録でさない。 

• 誤消去防止スイッチのある"メモ U —スティックデュオ"を使巧し、スイッチび 「 LOCK 」 になっていま 
す。解除してください （69 ページ)。 

• "方モリースティックデュオ’の容量びいっぱいになっています。不要な画像を削除してください（別冊基 
本編 — ^ 46ぺージ)。 

フォーマツト でさない。 

• 誤消ま防止スイッチのある"メモ U —スティックデュオ"を使巧し、スイッチび 「 LOCK 」 になっていま 
す。解除してください （69 ページ)。 

誤ってフォーマツトしてし 
まった。 

• フ オー マットすると、"メモ U —スティックデュオ"内のデータはすべて消去され、元に戻せません。誤消 
去防止スイッチのある"メモ U - スティックデュオ"をお使いの場含、スイッチを 「 LOCK 」 にすると誤 
フ オー マットを防げます （69 ページ)。 
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PictBridge 巧応プリンター 


組犬 

原因/処置 

プリンターと接続できない。 

• プ U ンターび Piet 目 ridge に対応しているかどうか、プ U ンターのメーカーにお問い合わせください。 

• プ1」ンターの電源び入り、接続可能な状態になっていることを確認して<ださい。 

•セットアップ画面の [ USB 接続]を [ PietBridge ] にしてください。 

•接続状態によっては、接続び確立でをない場合びあります。 US 巨ケーブルを抜いて、接続し直してくださ 
し1。プ U ンターにエラー表示び出ている場をは、プ U ンターの取扱説明書をご覽ください。 

プ U ントでさない。 

• プ U ンターと接続されていません。本機とプ U ンターび US 巨ケーブルで正しく接続されているかどラかを確 
認してください。 

• プ U ンターの電源を入れてください。詳しくはプ U ンターの取扱説明書をご覧ください。 

• プ U ント中に「終了」を選ぶと、プリンターによっては再度印刷できない場合びあります。 USB ケーブルを 
抜いて、接続し直してください。それでも復帰しないとさは、 USB ケーブルををラ1度扳去、プリンターの 
電源を入れ直してから接続し直して < ださい。 

• 動画はプ IJ ントでさません。 

• 本機 L 以外で撮影した静止画、またはパソコンで加工した画徹はプ U ントできない場をびありまず。 

プ U ントが中断される。 

• c »( USB ケーブル掠さ禁止）マークび消える前に、 USB ケーブルを掠いたためです。 

曰付挿入/インデックスプリ 
ントがでさない。 

• プ U ンターび日付挿入/インデックスプ U ントに対応しているかどラか、プリンターのメーカーにお問い合 
わせ < ださい。 

• プ U ンターによっては、インデックスプ U ントでは曰付び挿入されない場合びあります。プ U ンターのメー 
カーにお問い合わせください。 

プリントしたい用紙サイズが 
選択でさない。 

• プ U ンターがプリントしたい巧祇サイズに対応しているかどラか、プリンターの六一力一にお問い合わせく 
ださい。 

日付部分に「 . 」などび 

印刷される。 

• 印刷巧能な撮影日時情報び入っていない画憬ファイルでは、日付の印刷を行うことびできません。[日付]を 
脚]に設定して印刷してください。 
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症状 

原因/処置 

プリンターの用紙サイズ通り 
に印刷で舌ない。 

• 本機とプ U ンターを接続した媛にプ U ンターの巧紙を別のサイズの用紙と取り換えた場をは、1度 USB ケー 
プルを披いて本機とプ U ンターを接続し直してください。 

• 本機での印刷設定とプ U ンターの設定び合っていません。用紙サイズを変更してください（34、36ペー 
ジ)、またはプ U ンターの設定を変更して<ださい。 

印刷を中止ずると他の操作が 
でさない。 

• プ U ンターび印刷中止を処理しているので完了するまでお待ちください。（プリンターによって時間びかかる 
場合があります。） 


その他 


症状 

原因/処置 

操作を受け付けない。 

• "インフォリチウム’バッテリーを使っていないためです。バッテ U - は必ず"インフォリチウム’バッテ 
リーを使ってください （71 ページ)。 

• バッテ U —び残りかない（巧表示び出る）ので充電してください（別冊基本編一、12ページ)。 

• AC アダプターを DC IN 端子と]ンセントにしっかり差し込んでください刷冊基本編一^16ぺージ)。 

• 本機をサイバーショットステーションに正しく取り付けてください（別冊基本編一、10ページ)。 

電源び入っているのに操作で 
さない。 

•内部システムの誤動作です。電源を取りはずし、約1分後再び電源をつなぎ、本機の電源を入れてください。 
これでも操作できないとをは、 RESET ボタンを先の細いもので押してから、電源を入れてください。（この 
操作をすると日時などの設定び解除されます。） （46 ページ） 

液晶面面上の表おが分からない。 

• 表示の種類を確認して<ださいけ日〜78ページ)。 

レンズがくちる。 

• 結露しています。電源を切って約1時間そのままにしてから使巧して<ださい （67 ページ)。 

長時間使用ずると、本機が熱 
ぐなる。 

• 故障ではありません。 
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警告表が/ごコいで 


液晶画面には次のような表示び出ることびあります。 


表示 

意味/処置 

メモリースティックびありません 

• ソモ U - スティックデュオ"を入れてください（別冊基本編 一 、21ぺージ)。 

システムエラー 

• 電源を入れ直してください（別冊基本編一心17ページ)。 

メモリースティックエラー 

• 本磯では使えない ">< モ U —スティックデュオ"び入っている （69 ページ)。 

•"メモ U —スティックデュオ"び壊れている。 

• "メモ U - スティックデュオ—の端子部び';ちれている。 

• "メモ U —スティックデュオ—を正しく入れてください（別冊基本編一、21ページ)。 

非対応のメモリースティックです 

• 本機では使えない ">< モ U —スティックデュオ"び入っている （69 ページ)。 

フオーマツトエラー 

• "メモリースティックデュオ"び正しくフォーマットされていない。フォーマットし直し 
てください（別冊基本編 一 、48ページ)。 

メモリースティックが□ックされています 

•誤消去防止スイッチのある‘メモ U —スティックデュオ"を使用し、スイッチび 
「 LOCK 」 になっている。辭除してください （69 ページ)。 

メモリースティックの残量がありません 

• "メモリースティックデュオ"の空去容量び足りないので、記録びできない。不要な画像 
やデータを削除してください（別冊基本編 一 、46ページ)。 

読み出し専用のメモリースティックでず 

• 本磯ではこの‘分モリースティックデュオ"への画像記録や消去はでをません。 

このフォルダにはファイルがありません 

• フォルダ内に画像び記録されていない。 

フォルダエラー 

• 上3衍の番号び同じフォルダび■メモリースティックデュオ"内にある（例： 123 MSDCF 
とじ 3 A 巨 CDE )。 月 IJ のフォルダを選択するかフォルダを作成してください。 


困つたとをは 
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表示 

意味/処置 

これ LU 上フォルダ作成で走ません 

• 上3析の番号び「999」のフォルダび"メモ U - スティックデュオ"内にある。本磯でこ 
れし U 上のフォルダを作成でをません。 

記録でさません 

• 本機で記歸フォルダに設定でをないフォルダを選択した。他のフォルダを還おしてください 
(6 ページ)。 

ファイル エラー 

• 画撒再生時の異常。 

ファイルがプ□テクトされています 

• 画傲にプ□テクトびかけられている。プ□テクトを解除してください （28 ページ)。 

"インフォリチウム"バッテリーを使ってください 

• "インフォリチウム"対応政がのバッテ U - を使っている。 

画像サイズオーバーでず 

• 本機で再生で击ないサイズの画债を再生しよラとしている。 

無効な操作です 

• 本機政がで作成したファイルを再生しよラとしている。 

均 

• バッテリーの残量び少ない。バッテ U —を充電してください（別冊基本編一、12ペー 
ジ)。ご使用状況やバッテリーパックの種類によっては、バッテ U —残量び5分から10分で 
も点ミ麻することびあります。 

，'ザ、' 

•光量不足のため、手ぶれび起こりやすい状況になっているので、フラッシュを使ってくだ 
さい。または、=脚などで力方ラをしっかりと固定してください。 

電源を入れ直してください 

• レンズの誤動作。 

接続巧を確認してください 

•本機の設定び [ PictBridge ] になっているのに、円 ctBridge に対応していない機器と接続 
している。接続している機器を確認してください。 

•接続状況によっては、接続び確立でさない場合びある。 USB ケーブルを扳いて、接続し直 
してください。プ U ンターにエラー表示び出ている場合は、プリンターの取扱説明書をご 
覧ください。 

が機器と接続してください 

• プ U ンターと接続する前にプ U ントしようとした。円 ctBridge 対応のプ U ンターと接続し 
て < ださい。 
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表示 

意味/処置 

プリントできる画像がありません 

• プ U ント予約マークを付けないで [ DPOF 画憬]を実巧しよラとした。 

• 動画しか入っていないフオルダを選んで、[フオルダ巧全て]を実巧しようとした。動画は 
プ U ントでをません。 

プ U ン タービジー 

•接続しているプ IJ ンターび印刷中などで、印刷要巧を受け付けることびでさない。接続し 
ているプ U ンターを確認してください。 

用紙 エラー 

•接続しているプ U ンターび、用紙切れ、紙詰まりなどの用紙に関するエラーを起こしてい 
る。接続しているプ U ンターを確認してください。 

インク エラー 

•接続しているプ U ンターび、インクに関するエラーを起こしている、またはインクびなく 
なったかみなくなっている。接続しているプリンターを確認してください。 

プ U ン ターエラー 

• プリンターからエラー発生の通知びきている。接続しているプ U ンターを確認してくださ 
し、。または、プ U ントしたい画傲び壊れていないか確認してください。 

c ^|> 

• 接続しているプリンターへのデータ乾をび完了していない可能性びある。 USB ケーブルを 
抜かないでください。 

処理中 

• プリンターび印刷中止赃理を行っている。処理び完了するまでは印刷で去ません。プリン 
ターによっては処理に時間びかかることびありまず。 


■困ったときは 
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自 s 診斷表ぉ 

-アルファべットで始まる表示が出た5 

本機には自己診断機能か'付いていま 
す。これは本機に異甫び起をたとをに 
液晶画面にアルフアベットと 4 t 行の数字 
でお知らせする機能です。表示によっ 
て、異常の内容が分かるよラになって 
います。 

詳しくはちの表をご覧になり、各表示 
に合った対応をして<ださい。表示の 
末尾2お (□□) の数字は、本機の状態 
によって変わります。 



自己診断表示 


表示 

原因 

対応のしかた 

c ：32 ：nn 

八 ードウて アの異常。 

電源を入れ直す 

(別冊基本編一、17ページ)。 

C :13 口 □ 

データび読めない/書けない。 

"メモ U - スティックデュオ"を数回掠 
を差しする。 

フオーマツトしていない‘メモリー 
スティックデュオ"を入れた。 

フオーマットする 

(別冊基本編 一 、48ページ)。 

本機では使えない"メモリース 
ティックデュオ"を入れた。 
またはデータび壊れている。 

"メモ U —スティックデュオ"を交撰す 
る（別冊基本編 一 、21ページ)。 

E :61 口 □ 

E :91 口 □ 

何らかの異常び起きている。 

RESET ボタン （46 ぺージ）を押してか 
ら、電源を入れる。 


r 对応のしかた」を2、3度繰り返しても正常な状態に戻らないとさは、修理び必要な 
場合びあります。テクこカルインフオ;ーシヨンセンターにご相談ください（裏表 
撇。 
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メニュー煩目について 

設定によって操作できる項目は変わります。 

ここで選んだ設定は、電源を切ったあとや MODE ボタンでモードを変えても保持されます （ P . エフェクト似列)。 
■印はお買い上げ時の設定です。 


攝影モードのとを 


項目 

の中 

巧疋 

可能 

モード 

巧疋 

意味 

〇( カメラ） 

I PHOTO I 

I MOVIE I 

困 / い / J /: み ンプ 

□グラム/■オート 

力方ラモードを選ぶ（別冊基本編 一 、29ページ)。 

因に V)1) 

I PHOTO I 

I MOVIE I 

+2.0 EV /+1.7 EV / 

+ 1.3 EV /+1.0 EV / 

+0.7 EV /+0.3 EV / I 0 EV 

/-0.3 EV /-0.7 EV / 

-1.0 EV /-1.3 EV / 

-1.7 EV /-2.0 EV 

露出を補正する （1 日ページ)。 

暗 (フ オー カス） リリ 

I PHOTO I 

I MOVIE I 

な V 7.0 m /3.0 m /1.0 m / 
0.5 m / スポット AF / 中央重 
点 AF/ ■マルチ AF 

オートフオーカスの方法を選択したり （8 ページ)、フオーカスプ U セットで距離を 
設定する （9 ページ)。 

WB (ホワイト 
バランス） リ 2) 

FPfMl 

FMOTiEl 

州 B/ 典/:肯ン A /- 来/ 
■才ート 

ホワイトバランスを設定する （1 日ページ)。 

にび' 

fPHffral 

400/200/100/■才ート 

ISO 感度を選ぶ。暗い場所や高速で移動する被写体の撮該には大击い値を、高画質 
を得るにはルさい値を選ぶ。 

• ISO 感度の値び大きくなるほどノイズ感び増します。 

ち 個質） リ 

I PHOTO I 

■フアイン/スタンダード 

高画質で記録する/標準の画質で記録ずる（日ページ)。 


その他 


山 か 
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項目 

の中 

巧疋 

可能 

モード 

巧疋 

意味 

Mode (撮影 モード） 2) 

1 PHOTO 1 

マルチ連写の 
ブラケットの 

高速連写 3 > 

■通常撮影 

-1枚の静止画の中に連続した1目コマの画傲を記録する （17 ページ)。 

- 3通りに異なった露出で、静止画を3枚撮影する （14 ページ)。 

-連続撮影ずる （17 ページ)。 

-通常の撮影をする。 

BRK (ブラケット 
設定） 4) 

1 PHOTO 1 

±1.日 EV /1+0.7 EV / 
±0.3 EV 

露出を変えて3枚の画像を撮影すると击の露出補正量を設定ずる （14 ページ)。 

([ Mode ] (撮影モード）び[ブラケット]じ1外のとをは設定でをません。） 

哩 （インターバル） 4) 

I PHOTO ] 

1/7.日/1/1日/11/3日 

マルチ連写のシャッター間隔を設定する （17 ページ)。 （[ Mode ] (撮影モード）び 
[マルチ連写]切がのとさは設定でさません。） 

そ± (フラッシュレベル） 5 ) 

1 PHOTO 1 

+/■標準/- 

フラッシュの発光量を調節する （16 ページ)。 

PFX ( P . エフェクト） り 

f PHOTO 1 

1 MOVIE 1 

でノトーン/セピア/■切 

画像の特殊効果を設定する （22 ページ)。 

@臘啟巧 

fPH ^ 

+/■標準/- 

画慷の彩度を調節する。設定び標準し U 列のと去は、画面に®び出る。 

〇(コントラスト ）6) 

[WiOTOl 

+/■標準/- 

画像のコントラストを調節する。設定び標準挡がのとをは、画面に (3 び出る。 

田（シャープネス） の 

1 PHOTO 1 

+/■標準/- 

画像のシャープネスを調節する。設定び標準ながのときは、画面に田び出る。 


りメニューの[〇](カメラ）び[オート]に設定されているときは表おされません。 

2) メニューの[〇](カメラ）の設定によっては、設定できる項目び限定されます。 

の八イブ U ッド撮影時には表おされません。 

4) メニューの[〇](カメラ）び[才ート]、じ CO (拡大鏡モード)、 [ J ] (夜景モード)、 [4^] (夜景&人物モード)、[ぶ别（打ち上げ花火モー 
ド） または [な] (キャンドルモード）に設定されているときは表示されません。 
y メニューの[〇](カメラ）び[才ート]、 [ J ] (夜景モード)、[旅](打ち上げ巧乂モード）または [2] (キャンドルモード）に設定されてい 
るとさは表示されません。 

6) メニューの[〇](カメラ）び[プ□グラム]政がに設定されているとさは表示されません。 





























再生モードのとを 


填目 

の中 

巧疋 

意味 

亡 K フォルダ） 

実行/キャンセル 

再生したい画像の入っているフォルダを還ぶ （23 ページ)。 

0 ~n (プ□テクト） 

- 

画像に誤消去防止の指定/觸除をずる （28 ページ)。 

DPOF ( DPOF ) 

- 

プ U ント予約マークを付けたい/消したい静止画债を選ぶ （37 ページ)。 

占)(プリント） 

- 

円 ctBridge 対応プ U ンターでプリントずる （32 ぺージ)。 

む（スライドシヨー) 

間隔設定 

-スライドショーの静止画間隔を設定するじ日ページ)。（シングル画面のと 
さのみ） 

■3 秒/日秒/10秒/30秒/1分 


再生画债 

-スライドショーを再生する範囲を設定ずる。 

■フォルダ内/全て 


繰り返し 

-スライドショーを繰り返し再生する。 

■入/切 


スタート 

-スライドショーを実行する。 


キャンセル 

-スライドショーの設定および実行を中止する。 

因（リサイズ） 

5 M /3 M /1 M / VGA / キャンセル 

撮影した静止画の画债サイズを変更する （30 ページ)。（シングル画面のとを 
のみ） 

M 個転） 

で/、/実行/キャンセル 

静止画傲をで左回り、または、ち回りに回乾する （26 ページ)。（シングル 
画面のとをのみ） 
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セットアップ煩目につい 
で 

メこュー画面でさを選択して►を押すと、セツトアップ画面が表示されます。 
■印はお買い上げ時の設定です。 


〇(カメラ） 


項目 

趴中 

巧疋 

意味 

A イブリツド 撮影 

■通常/前のみ 

八イプリッド撮影時に、動画を静止画撮影の前のみに記録するか前後に記録する 
かを選ぶ（別冊基本編 一心 3 日ページ)。 

デジタル ズーム 

入/■切 

デジタルズームを使ラかどラかを選ぶ（別冊基本編 一心 34 ページ)。 

日付/時刻 

曰時分/年月曰/■切 

画像に日付や時刻を挿入ずるかどラかを設定する（別冊基本編 一心 39 ページ)。 
動画/マルチ連写では、曰付•時刻は挿入されない。また、撮影時は曰付や時刻 
は表示されず、再生時に表示される。 

赤目軽減 

入/■切 

フラッシュ撮影時、被写体の目びホく写るのを抑制ずる 
(別冊基本編 一心 38 ページ)。 

AF イル = ネーター 

■オート/切 

暗いところで撮影するとき、 AF 補助光を発光させるかどラかを選ぶ。フオーカス 
を合わせやすいよラにするための機能です（別冊基本編 一心 39 ページ)。 

才 ー トレビユ ー 

入/■切 

静止画撮影時、撮影直後に記録した画傲を自動的に液晶画面に表おするかどラか 
を設定する。[入]に設定すると記録画像び約 2 秒間表おされる。（八イブ U ッド撮 
影のとをは表示されません）その間は次の撮影はでさない。 
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0= (メモリーステイツクツール) 


項目 

のみ 

巧疋 

意味 

フオ ー マット 

実行/キャンセル 

"メモ IJ ースティックデュオ"をフォーマット（初期化）する。フォーマットすると、プロテクト 
してある画债ち含めて、‘><モリースティックデュオ"に記録されているすべてのデータび消去さ 
れ、元に戻せないのでご注意ください （別冊基本編一、 48ページ)。 

記録フォルダ作成 

実行/キャンセル 

新しいフォルダを作成する （6 ページ)。 

記録フォルダ変更 

実行/キャンセル 

画徹を記録するフォルダを変更する （6 ページ)。 


a (設定 1) 


項目 

のみ 

巧疋 

意昧 

お知らせ ブザー 

シャッター 

■入 

切 

- PHOTO ボタンを押したとき、シャッター音び鳴る。 

-コント□ールボタン/ PHOTO ボタンを巧したとをなどに、ブヴー/シャッター音び鳴る。 

—音は鳴らない。 

LCD バック ライト 

明/■標準 

液晶バックライトの明るさを選ぶ。屋外など明るい場所で使うときに[明]を選ぶと画面は明るく 
見やすくなるび、バッテ U —の消耗は早くなる。バッテリー使巧時のみ表示される項目。 

◎言語 

■曰本語 

English 

-六ニュー項目-警吉表あなどを日本語で表示する。 

-メニュー項目-警告表示などを英語で表示ずる。 
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号(設定 2) 


項目 

趴中 

巧疋 

意味 

ファイルナンバー 

■連番 

-記録フォルダを変更したり、"メモリースティックデュオ"を取り換えてち、ファイル番号を 
連続して付ける。 


1」セット 

-フォルダごとにファイル番号を 日日日 1から付ける。簡録フォルダ内にファイルびある場合は、既 



を最大番号+1のファイル番号を付ける。） 

USB 接続 

PictBridge 

-本機と円な Bridge 対応プ U ンターを接続する （32 ぺージ)。 


PTP 

- PTP 接続するとコピーウィヴードび自動的に起動し、本機に設定されている記録フォルダ（別冊 



基本編一、 目3ぺージ）内の画债をパソコンへコピーします。 （ Windows、Mac OS X に対応。） 

• Windows XP をお使いの焉をは、 SP 1 政上を適用してください。 

• Macintosh をお使いの場合は、標準モードでお使い<ださい。 


■標準 

-本機とパソコンを USB 接続する （別冊甚本編 一 、 日4ページ)。 

ビデオ信号出力 

■NTSC 

-ビデオ信号出力を NTSC モードに設定する（日本、米国など)。 


PAL 

-ビデオ信号出力を PAL モードに設定する（欧州など)。 

時計設定 

実行/キャンセル 

時計を合わせる（日ページ、 別冊基本編一、 19ページ)。 
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使用上のご i 主意 


置いてはいけない場所 

• 異常に高温になる場所 
炎天下や夏場の窓を閉め切った自動 
車内は特に高温になり、放置すると 
変形したり、故障したりすることが 
おじます。 

• 直射曰光の当たる場所、熱器具のお< 
変色したり、変形したり、故障した 
りすることびあります。 

• 激しい振動のある場所 
• 強力な磁気のある場所 
• 砂地、砂おなどの砂ぼこりの多い場所 
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりが起 
こる場所などでは、砂びかからない 
ようにしてください。故障の原因に 
なるばかりか、修理できなくなるこ 
とちあ0ます。 

持ち運びについて 

ズボンやスカートの禮ろポケットに本 
機を入れたまま、椅子などに座らない 
でください。故障や破損の原因になり 
ます。 


お手入れについて 

液晶画面ををれいにずる 

液晶画面に指紋やゴ S が付いてミちれた 
とさは、別売りの液晶ク1」一こングキ 
ットを使ってされいにすることをおす 
すめします。 

レンズををれいにずる 

レンズに指紋やゴ S が付いてミちれたと 
をは、柔らかい巧などを使ってきれい 
にすることをおすすめします。 

DC プラグををれいにする 

AC アダプターの DC プラグをミちれたま 
ま使わないでください。ミちれは乾いた 
綿棒などでおき取ってください。ミちれ 
たままご使用になると、正しく充電さ 
れないことがあ D ます。 

表面をきれいにする 

水や惦るま湯を少し含ませた柔らかい布 
で軽く拭いたあと、からぶをします。 

本機の表面が変質したり塗装がはげた 
りすることがあるので、じ(下はご使用 
にな6ないで < ださい。 


-シンナー、ベンジン、アルコール、 
化学ぞラきん、虫除け、殺虫剤のよ 
ラな化学囊品類 

-上記が手についたまま本機を扱ラこ 
と 

-ゴムやビこール製品との長時間の接 
軸 

動作温度にご ミ 主意ください 

本機の動作温凰ま約日で〜 40°C です。 
動作温度範囲を越える極端に奪い場所 
や暑い場所での撮影はおすすめでをま 
せん。 

結露について 

結露とは、本機を寒い場所から急に暖 
かい場所へ持ち込んだときなどに、本 
機の内部やが部に水滴が付くことで 
す。この状態でお使いになると、故障 
の原因になります。 

結露が起こりやずいのは 

• スキー場のゲレンデから暖房の効い 
た場所へ持ち込んだとを 
• 冷房の効いた部屋や車内から暑い匡 
がへ持ち出したとき、など。 


その他 


h が 



結露を起こりにく < するために 

本機を毒いところから急に暖かい所に 
持ち込むとさは、ビこール袋に本機を 
入れて、空気が入らないよラに密閉し 
て<ださい。約1時間放置し、移動先の 
温度になじんでから取り出します。 

結露び起きたときは 

電源を切って結露が'なくなるまで約1時 
間放置し、結麗がなくなってからご使 
用ください。特にレンズの内側に付い 
た結露が残ったまま撮影すると、をれ 
いな画像を記録できませんのでごを意 
<ださい。 


内蔵の巧電式電池について 

本機は曰時や各種の設定を電源の入/切 
に関係なくな持するために充電式電池を 
内蔵しています。 

充電式電池は本機を使用している限り常 
に充電されていますが、使ラ時間が短い 
と徐々 I こ放電し1か月程度まつたく使わ 
ないと売全に放電してしまいます。充電 
してから使用してください。 

ただし、充電式電池げ充電されていない 
場合でち、曰時を記録しないのであれば 
本機を使ラことがでをます。 


充電方法 

本機を AC アダプターを使ってコンセン 
卜につなぐか、充電されたバッテ U — 
を取り付け、電源を切ったまま24時間 
拟上放置する。 
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"メモソースティック" 
にごいて 

"^モ U —スティック"はルさくて軽い 
に記歸>< ディアです。 

ソモ U- スティック"のうち、本機で 
使えるのはちの表のとおりです。ただ 
し、すべての"メモ U- スティック"の 
動作を保証するものではありません。 


"メモリースティック"の種軍頁 

記録*再生 

メモ|」ースティック 

- 

メモ U - スティック 
(マジックゲート/ 

高速データ転送可能対応） 

- 

メモ|」ースティックデュオ 

〇 

メモ|」ースティックデュオ 
(マジックゲート/ 

高速データ転送対応） 

び)の 

マジックゲート 
メモ|」ースティック 

- 

マジックゲート 

メモ|」ースティックデュオ 

び） 

メモ|」ースティック PRO 

- 

メモ|」ースティック PRO 
デュオ 

〇り 2) 


1) マジックゲート搭載の‘メモリーステ ィッ 
クデュオ"です。"マジックゲート"と 
は暗号化技術を使って菁作権を保護する技 
術です。本機ではマジックゲート機能び必 
要なデータの記録/再生はでをません。 

2) パラレルインターフェースを利用した高 
速データ転送に対応しております。 

• パソコンで フオーマツ トした"メモ U - ス 
ティックデュオ"は、本機での動作を保 
証しません。 

•お使いの"メモ U - スティックデュオ" 

と機器の組み合わせによっては、データの 
読み込み/書を込み速度び異なります。 


"メモリースティックデュオ"（付 
属）ほ用上のごミち意 

• 誤消去防止スイッチのを先の細いちので 
スライドさせて 「 LOCK 」 にすると記録や 
編集、消去びでをなくなります。 


端子 一 

[〇 i 1 

刪■瞧 

1 


"' ll ) ! 

叫イ J 

誤消去防止 

1 ■ 1 




スイッチ 3 ) 


メモェ U ア 


誤消去防止スイッチみの位置や形状は、お 
使いの"><モリースティックデュオ"に 
よって異なることびあります。 

の本機に付属の‘分モ U - スティックデュ 
才"には、誤消去防止スイッチはありませ 
ん。ご使用の隙は、誤ってデータを編集 
したり消去しないよラご注意ください。 

• データの読み込み中、書さ込み中には"メ 
モ U —スティックデュオ"を取り出さな 
いで < ださい。 


その他 


的 






















• 切下の場合、データび破壊されることび 
あります。 

一読み込み中、書を込み中に"メモ U —ス 
ティックデュオ"を取り出したり、本 
機の電源を切った場合 
一静電気や電気的ノイズの影響を受ける 
場所で使用した場合 

•大切なデータは、バックアップを取って 
お<ことをおすすめします。 

• ；><モエ U アに書き込むときは、あまり強 
い圧力をかけないでくださし、。 

•"メモ U - スティックデュオ"本体およ 
び^モ1」ースティックデュオアダプ 
ターにラベルなどを貼らないでください。 

• 持ち運びや保管の際は、付属の収納ケー 
スに入れて < ださい。 

• 端子部には手や金属で触れないでくださ 
い。 

•強い衝撃を与えたり、曲げたり、落とし 
た0しないで<ださい。 

•分觸したり、改造したりしないでくださ 
い。 

• 水に说らさないでください。 

• ルさいおモさまの手の届くところに置か 
ないよラにしてください。誤って飲み込 
む恐れびあります。 


• し U 下のよラな場所でのご使巧や保管は避 
けて < ださい。 

一高温になった車の中や炎天下などの気 
温の高い場所 
一直射日光のあたる場所 
一湿気のをい場所や腐食性のちのがある 
場所 

メモリースティックデュオアダ 
プター（付属）ほ用上のごミち意 

• "メモ U —スティックデュオ"を"メモ 
U - スティック"対応機器でお使いの場合 
は、必ず"メモ U - スティックデュオ’ 
をメモリースティックデュオアダプ 
ターに入れてからお使いください。>(モ 
U —スティックデュオアダプターに 
装着されていない状態で挿入されますと 
"メモ U —スティックデュオ"び取り出 
せな < なる場をびあ0ます。 

•"メモ U - スティックデュオ"を ><モ 
U —スティックデュオアダプターに 
入れるとさは正しい挿入方向をご確認の 
上、奥まで差し込んでください。差し込 
みかたび不充分だと正常に動作しない場 
をびあります。 


•"分モリースティックデュオ’をメモ 
リースティックデュオアダプターに 
装着して"メモ U - スティック"対応機器 
でご使巧になるとをは、正しい挿入方向 
をご確認の上ご使巧ください。間違った 
ご使巧は機器の破損の原因となりますの 
でご注意 < ださい。 

•メモ U —スティックデュオアダプ 
ターに"メモ U —スティックデュオ"び 
装着されていない状態で、"メモリース 
ティック"対応機器に挿入しないでくださ 
し、。このよラな使いかたをすると、機器 
に不具合び生じることびあります。 

"メモリースティック PRO デュ 
才"（別売 0) 巧用上のごミち意 

本機で動作確認されているモ U —ス 
テイック PRO デュオ"は己 12 M 臣ま 
でです。 
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InfoLITHIUM バン 

フォソチク厶 J パッテ 
y - にご U で 

の InfoLITHIUM 

InfoLITHIUM (インフォリチウム） 
パッテリーとは？ 

"インフォリチウム"バッテリーは、本 
機との間で、使用状況に関するデータ 
を通信する機能を持っているリチウム 
イオンバッテ U —です。 

"インフォリチウム"バッテ U —が、本 
機の使用状況に応じた消費電力を計算 
してバッテ U —残量を分単位で表示し 
ます。 

巧電について 

周囲の温度び 10 °C 〜3日 °C の環境で充電 
してください。これ！;(がでは、効率のよ 
い充電びでさないことがあります。 


バッテリーの上手な巧いかた 

• 周囲の温度が低いとバッテリーの性 
能が低下するため、使用でをる時間 
が短くなります。より長い時間ご使 
用いただくために、バッテリーをポ 
ケットなどに入れて温かくしてお 
を、撮影の直前、本機に取り付ける 
ことをおすすめします。 

• フラッシュ撮影、ズーム撮影などを 
頻繁にすると、バッテ U —の消耗が 
早 < なります。 

• 撮影には予定撮影時間の2〜3倍の予 
備バッテリーを準備して、事前に試 
し撮りをしてください。 

• バッテ U —は防水構造ではありませ 
ん。水などに濡らさないよラにごミ主 
意ください。 

• 高温になった車の中や炎天下などの 
気温の局い場ド斤に放置しないでくだ 
さし、。 


バッテリーの巧量表示について 

バッテ U —の残量表示が充分なのに電源 
がすぐ切れる場合は、本機で使い切って 
か6再度満充電してください。残量び正 
しく表示されます。ただし長時間高温で 
使用した0、満充電で放置した場合や、 
使巧回数びをいバッテ U —は正しい表示 
に戻らない場合があります。 

バッテリーの保管方法について 

• バッテ U —を長時間使用しない場合 
でも、機能を維持するために1年に1 
回程度満充電にして本機で使い切っ 
てください。本機からバッテリーを 
取りはずして、湿度の低い涼しい場 
所で保管してください。 

. 本機でバッテ U —を使い切るには、 
「スライドショー」再生に日ページ） 
にして、電源が切れるまでそのまま 
にして < ださい。 

• バッテ U —端テのミちれやショート等を 
防止するため、携帯や保管には必ず 
バッテ U —ケースをお使いください。 


■その他 
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をな任様 


バッテリーの寿おについて 

• バッテ U —には寿命げあ0ます。使用 
回数を重ねたり、時間げ経過するにつ 
れバッテ U —の容量は少しずつ恆下し 
ます。使用でをる時間が大幅に短く 
なった攝合は、寿命と思われますので 
新しいちのをご購入ください。 

• 寿命は、保管方法、使用状況や環 
境、バッテ U - パックごとに異なり 
ます。 


■本化 

[システム] 

撮像素子 7.66 mm (1/2.4 型）カラー 

CCD 

原色 フィルター 

総画素数 約5 2日日000画素 

カメラ有効画素数 

約己090 000画素 

レンズ カールツァイスバ U 才-テッ 

ヴー 

3倍ズームレンズ 
f 二目.7〜20.1 mm (35 mm 力 
；)< ラ換算では38〜114 mm)、 
F3 .己〜 4.4 

露出制御 自動、シーンセレクション （9 

モー ド） 

ホワイトバランス 

オート、太陽光、曇天、お光 
な、電球、フラッシュ 
記録方式 （ DCF 準拠） 

静止画： ExifVer. 2.2 JPEG 
準拠、 DPOF 対応 
動画： MPEG4 準拠（ステレオ) 
記録メディア 

"メモ U —スティックデュオ" 


フラッシュ推奨撮影距離 （ISO 感度びオー 
卜のとき） 

0.3 〜 1.8 m (W) / 

0.5 〜 1.7 m の 

[入出力端子] 

マルチ接続端モ 
USB 通信 Hi-Speed US 巨 
(USB 2.0 準拠） 

[液晶画面] 

液晶パネル目.2 cm (2 .己型） TFT 駆動 
総ドット数123 200ほ 60X220) ドット 

曜源-その他] 

懊用バッテリー 

NP-FT1 

電源電圧バッテリー端モ入力 

3.6 V 

消費電力（通常撮影時） 

1.4 W 

動作温度 0°C 〜 +40°C 

保存温度 -2 が C 〜+60で 
がお寸法 己 1.0X114.0X27.8 mm 

(幅 X 高さ X 奥行を、最大突起部 
を除 <) 
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本体質量 約 220 g (バッ テ U - NP - FT 1、 

";><モ|」ースティックデュ 
才"、 U ストストラップなど含 
む） 

マイク□ホン 

エレクトレットコンデンサマイ 
ク□ホン 

スピーカー 圧電スピーカー 
Exif Print 対応 
PRINT Image Matching II 

対応 

PictBridge 対応 

■ サイ パー シヨ ッ トス テー シヨン 

UC-MA 

[入出力端子] 

A/V OUT ( STEREO ) 端子 (ステレオ） 

S ニジャック 

映像：1 Vp-p、 7日 Q 不平衡、 
同期負 

音声： 327 mV (47 kQ 負荷 
時） 

出カインピーダンス 
1 kQ 

*^( USB ) 端モ 
巨 

USB 通信 Hi-Speed USB 

(USB 2.0 High-Speed 対応） 

DC IN 端子 
カメラ接続端子 


■ AC アダプター AC - LM 5/ LM 5 A 

定格入力 AC 100〜240 V 、 

己 0/60 Hz 
AC - LM 510 W 
AC - LM 5 A 11 W 
定格出力 DC 4.2 V * 

* その他の仕様については AC ア 
ダプ ターの ラベルをご覧くだ 
さし、。 

動作温度 0° C 〜 +40 °C 
保存温度 -20° C 〜 +60 °C 
パお寸法 AC - LM 5 約 47X30X8 日 mm 
AC 丄 M 5 A 約 48X29X81 mm 
(幅X高さX奥行を、最大突起部 
を除 <) 

本体 質量 AC 丄 M 5 約 17 日 g 
AC 丄 M 5 A 約 16 Og 
(本体のみ） 

■バッテリー NP - FT 1 

使用電池 U チウムイオン蓄電池 
最大電圧 DC 4.2 V 
公称電圧 DC 3.6 V 
容量 2.4 Wh (680 mAh ) 


付属品 

• AC アダプター AC - LM 己/ LM 日 A (1) 

• 電源コード （1) 

• サイバーショットステーション UC-MA 
川 

• バッテ U - バック NP - FT 1(1) 

• バッテ U —ケース （1) 

• US 目ケーブル （1) 

• A / V 接続ケーブル （1) 

• U ストストラップ （1) 

• "メモ U - スティックデュオ" （32 MB ) 
川 

•メモ I 」ースティックデュオアダプター 
川 

• CD-ROM ( US 巨ドライ/ ( SPVD -012)(1) 
• サイバーショット基本編 （1) 

• サイバーショット応巧編/困つたとをは （1) 
• ま全のために （1) 

• 保証書 （1) 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告な 
く変更することびありますび、ご了承くださ 
い。 


保証書と アフターサービス 


化ずお読み<ださい 

記録内容の補償はできません 

万一、デジタルスチルカメラや";><モ 
U —スティック"などの不具合などによ 
り記録や再生されなかった場合、記録巧 
客の補償については、ご容赦ください。 

保証書は国内に限5れていまず 

このデジタルスチルカ;ラは国内仕様で 
す。外国で万一、事故、不具合が生じた 
場合の現地でのアフターサービスおよび 
その費用については、ご容赦ください。 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていま 
すので、お買い上げの隙お買い上げ店 
でお受け取り < ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確 
かめの上、大切に保存してください。 


ア フターサー ビス 

調子が悪いときはまずチェックを 

"故障かな？と思ったら"の項を参考にし 
て故障かどうかお調べください。 

それでち具合の悪いときは 

テクニカルインフォメーシヨンセンター 
にご相談ください（裏表紙)。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させて 
いたださます。詳し<は保証書をご覧< 
ださい。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持でさる場合は、 

ご要望により有料修理させていたださま 
す。 


部品の交換について 

この商品は修理の隙、交換した部品を再 
生、巧利用する場含があります。その 
隙、交換した部品は回収させていたださ 
ふ9 0 

部品の保有期間について 

当社はデジタルスチルカメラの補修用性 
能部品（製品の機能を維持するためにぶ、 
要な部品）を製造打ち切り後8年間保有し 
ています。この部品保有期間が経過した 
後ち、故障個所によっては修理可能の場 
含がありますので、テクニカルインフオ 
メーシヨンセンターにご相談ください 
(裏表紙)。 
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画面上の表示 


カツコ内の数字はページ数です。 

撮影モード時 

撮影スタンバイ時 



PHOTO ボタン半}甲し時 


[•+2.0EV 032000 F4.5 H6] 


動画撮影時 


巧40 30 f 

「 


+2.0 EV 因* • • • • 




の 


表示 

意味 

•S 如分 

バッテリー残量（別冊基本 
編 h 1 4) 

伽 

記録フオルダ （6) 


表示 

意味 

ホ 

マクロ（別冊基本編一^ 

3 日） 


ズーム 

X 1.3 
み X 1.3 

2盛づ？ 
也 S 匹] 

い J : み; 

カメラモード（別冊基本編 
一 29) 

4 WB み:肯： 

A ネ 

ホワイトバランス (15) 

防 

ピクチャーエフェクト 
に 2) 

陋 

曰付/時刻（別冊基本編 
一 39) 

の 

シャープネス （62) 

け 

コントラスト （62) 

の 

彩度 （62) 

悦 100 

ISO 感度 （61) 

C :32:00 

自己診断 （60) 


回 


表示 

意味 

<§> 

赤目軽減（別冊基本編一^ 
38) 

い SL 度） 

フラッシュモード（別冊基 
本編 h 38) 

Gh M Gh 
口 A 口》 

画像サイズ（別冊基本編 
一 22) 

FINE STD 

画質ほ） 

•こ- ON 

AF イル S ネーター（64、別 
冊薑本編 h 39) 

◎ BRK 画 

圏]© 

静止画撮該モード 

40 日 

撮影残枚数（別冊基本編 
一 25) 

メニュー/ガイド ニュー 

(4) 


• 六ニュー/ガイドメニューは、 MENU ボ 
タンを巧すと、表示/非表示び切り換わ 
ります。 


その他 


i 巧 












































































回 


表示 

意味 

□田曲 

AF 測距砕表示 （8) 

0.5m 

フオーカスプ U セット （9) 

曰 

測光モード (13) 

ヒストグラム (11) 


囲 


表示 

意味 

，'ザ、' 

手ぶれ警告 （58) 

均 

バッテ U —プ U エンド 

(58) 

AF 測距巧 （8) 

+ 

スポット測光照準 (13) 

の 

セルフタイマー（別冊基本 

編 h 36) 


固 


表示 
巧40 30 f 


+2.0EV 
[00:28:2 引 




固 

表示 

参 


皿2000 


500 


F4.5 


+2.0EV 
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意味 

動画サイズ 


EV 補正値 (10) 


最大記録巧能時間（別冊基 
本編 h 28) 


動画撮影モード 


意味 

AE / AF □ック（9、別冊基 
本編 h 28) 


NR ス□-シャツター (21) 


シャッタースピード 


絞0値 


EV 補正値 (10) 


回 


表示 

意巧 

因 

動画撮該（別冊基本編 一 ^ 

28) 


日秒 REC 撮影（別冊基本編 
一 32) 

00:00:02 

記録時間（別冊基本編 一 ^ 
28) 

+2.0EV 

EV 補正値 (10) 


別冊の r サイバーシヨット基本編」 
に操作ち法などの詳しい説明が 
載っている場合、 「別冊甚本編 
ページ番号」のようにご案内 
しています。 





































静止面再生時 


メニュー/ガイドメニューは、 MENU ボ 
タンを巧すと、表示/非表示び切り換わ 
ります。 


別冊の r サイバーシヨット基本編」 
に操作方法などの詳しい説明が 
載っている場合、「別冊基本編 
— 、ページ番号」のよラにご案内 
しています。 
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表示 

意味 


画像の記録曰時（別冊基本 


編 h 

39) 


六ニュ- 

(4) 

一/ガイドメニュー 


表示 

意味 

州 B み背 

A み 

ホワイトバランス (15) 

加 0 

シャッタースピード 

F4.5 

絞り値 

+2.0EV 

EV 補正値 (10) 

ISO100 

ISO 感度 (61) 



国 


1 


国 


国 


国 


田 


表示 

意味 


再生フォルダ （23) 

12/12 

画债番号/再生フォルダ内 
画债枚数 

Lsh 远 Q 

画徹サイズ（別冊基本編 

口1 CJisA 

一 22) 

コマ再生 
12/16 

コマ再生に 7) 

み xl .3 

再生ズーム （24) 

た 32:00 

自己診断 （6 日） 


回 

表示 

意味 

101-0012 

フオルダ-ファイル番号 

(別冊基本編 h 63) 

• サイセイ 

/ V イプ U ッド再生（別冊基 
本編一心 42) 

回 

表示 

意味 

回回函 

フォルダ移動 （23) 

0—n 

プ□テクト （28) 

r ( 

Pic 旧 ridge 接続巧 2) 

挣 

プ I 」ント予約マーク （37) 

◎哩@ 

静止画撮影モード 


图 


表示 

意味 


USB ケーブル抜さ禁止 
(34、3目） 

ヒストグラム (11) 

4 あ 

フフツソユ 

曰 

測光モード (13) 


■その他 


固 





































































動画再生時 




邸 


@60 分 「 耐> 12/12阻 On 値 

巧 40 30, 曰 00:00厕!-» I~I 


音量""ム2:0过 


亡亞防 F こ &] 巧 I 囚 I 〉卜 一 I 互] 


の 


表示 

意味 

跡 

再生フォルダ （ 23) 

12/12 

画傲番号/再生フォルダ内 
画傲枚数 

巧 40 30 f 

動画サイズ（別冊基本編 
一 22) 

因国 

再生 / 停止（別冊基本編 
一 42) 

00:00:12 

カウンター（別冊基本編 
一 42) 


表示 

意昧 

音量 11111 . 

音量（別冊基本編 h 42) 

C:32:00 

自己診断 （ 6 日） 


回 

表示 

意味 


再生バー（別冊基本編一 ^ 


42) 


图 


表を 

意味 

回回函 

フォルダ移動 （ 23) 

風 

動画 

0 —n 

プ □ テクトに 8) 


团 


表示 意味 


メニュー/ガイド ニュー 

(4) 


• メニュー/ガイドニューは、 MENU ボ 
タンを押すと、表示/非表示び切り換わ 
ります。 


別冊の r サイバーシヨット基本編」 
に操作ち法などの詳しい説明が 
載っている場合、「別冊基本編 
— 、ページ番号」のよラにご案内 
しています。 












































インストール （39、 別冊基本編 — ^ 52 
ページ） 

ソフトウエアなどをコンピューターにコピー 
して組み込み、使用でをる状態にします。 

"インフオリチウム"バッテリー （71 ぺ一 

ジ） 

"インフオリチウム"に対応している機器と 
バッテ U —の使用状況に関するデータ通信を 
行ラことびでさるバッテ U —のことです。 

才ートパワーオフ機龍（別冊基本編 一 ^ 

17ぺージ） 

電源を入れたまま一を時間操作をしない 
と、バッテ U —の消耗を防ぐため、本機の 
電源は自動的に切れます。 

拡張モ（別冊基本編 65ページ） 

ファイ J レの種類を表す3〜4文字の英数字の 
ことです。ファイル名の未尾にピ U オドで 
区切られた一番ち側の部分です。 

画素（別冊基本編 一》- 23ページ） 

画徹を構成する最ル単位です。画素数びを 
いほど画债サイズび大さ<なり、画债の解 
徹度が高くなります。 


画像サイズ（別冊基本編一心 23ページ) 
画素数を縦 X 横で表示したサイズです。画 
慷サイズび大きいと、画素数びをくなり画 
慷の辭徹度び高くなりまず。 

光ぎズーム（別冊基本編 一 34ページ) 
カメラのレンズ機能として拡大ズームを行 
ラことをいいます。 CCD とレンズの間の焦 
点距離を変化させることにより広角-望遠 
を切り換えるち式で、画像の劣化びありま 
せん。 

シャッタースピード 

撮該時に CCD に光を当てる時間のことで 
す。シャッタースピードを速くすると動去 
のある被写体を止まって写り、遅くすると 
流れて写ります。 

デジタルズーム (別冊基本編一心 34 

ページ） 

デジタル処理により画徹を拡大する機能の 
ことです。光学ズームに比べて画質び劣り 
ます。 

ドライバ（別冊基本編 一 、日2ページ） 
どのよラな周辺機器びどのよラに接続され 
ているかをコンピューター側に知らせ、周 
辺機器を正しく動かすために必要なソフト 
ウェアのことです。 


ノイズ （21 ページ） 

CCD び光を受け取り信号として出力するま 
での過程で発生する画憬のざらつきのこと 
です。 

半巧し（別冊基本編 一》- 28ページ） 
PHOTO ボタンを巧し込まず、半分巧した 
状態にしておくことです。 PHOTO ボタン 
を半巧しすると、撮影状況に合わせてピン 
卜と露出を自動で調整します。 

ピント（別冊基本編 一 、 30ページ） 
被写体に対する焦点のことです。本機はピ 
ントを自動で調整しますび、撮影距離を設 
定することもできます。 

フオーマット（別冊基本編 > 48ぺ一 

ジ） 

「初期化」とも言います。記録メディアに 
データを書き込めるようにすることです。 
フオー マットすると、記録六ディアに保を 
されているデータはすべて消えます。 

フオルダ （6、23ページ） 

本磯で撮影した画像をまとめて格納ずる場 
所のことです。ファイルを分類するとをに 
便利です。 
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ホワイトバランス （1 日ページ） 

光源に合わせて色を調整ずる機能のことで 
す。被写体の見た目の色は光の状況に影響 
されます。例えば、電球の下で撮影すると 
白い被写体びホっぽ<写ります。ホワイト 
バランスを設定すると、自然な色合いで撮 
影することができます。 

"メモリースティック" （69 ぺージ） 

ルさくて軽く、フ□ッピーディスクより容 
量び大きい新世代のに記録メディアです。 
本機には、通常のソモリースティック"より 
か型の‘メモ U —スティックデュオ"を使用 
します。 

有効画素数 （72 ページ） 

CCD び光から電気信号に変撰でをる画素数 
です。有効画素数から画像処理をしたをの 
び記録画素数になります。 

露出 （10 ページ） 

絞りとシャッタースピードの値により決ま 
る光の量のことです。 

AE (別冊基本編 一 、 28ページ） 

「Auto Exposure 」 の略です。 

被写体の明るさをカメラび判断して、自動 
で露出を決める機能のことです。 


AF 巧、 別冊基本編 一 ^ 28ページ） 
「Auto Focus 」 の略で、カメラび自動でピ 
ントを含ねせる機能のことです。 

CCD (72 ページ） 

「Charge Coupled Device 」 の略で、光を 
電気信号に変換する半導体の一種です。 

DCF (別冊基本編 一 、 4ページ） 
「Design rule for Camera File system 」 
の略で、（社）電子情報技術産業協含 
( J 曰 TA ) で制定された統一規格です。 

DP 0 F (37 ページ） 

「Digital Print Order Format 」 の略で、 
r ディーポフ」と読みます。プ U ント予約し 
たい写真を"メモ U —スティック"上に指定 
することびでをます。 

EV (10 ページ） 

[Exposure Value 」 の略で、露光量を表す 
単位のことです。 

Exit (73 ページ） 

(社）電子情報技術産業協含 （ J 曰 TA ) にて 
制定された、撮影情報などの付帯情報を追 
加することびでさる静止画徹巧のファイル 
フオー マツ ト です。 


に 0 (61 ページ） 

「イソ」と読みます。カメラフイルムの光に 
対する感応度のことです。 ISO 単位で表し 
ます。数値び大をいほど高感度の撮影びで 
さます。 

JPEG (別冊基本編 一 ^ 64ぺージ） 

r ジェイペグ」と読みます。インターネット 
で扱ラ代表的なカラーの静止画を圧縮ずる 
形式のことです。本機では、通常の静止画 
撮影時、 JPEG 形式で画傲を保をしまず。 

MPEG 4 (別冊基本編 一 、 64ページ） 

「エムペグフオー」と読みます。画徹-音声 
データの圧縮方式のひとつで、高画質、高 
音質を維持したままファイルのサイズをル 
さくすることびできます。本機では、動画 
撮影時に MPEG 4 で圧縮して、 MP 4 ファイ 
ル形式で保をします。 

0 S (別冊基本編 一 、 51ページ） 
「Operating System 」 の略で、コンピュー 
夕一全体を管理し、 コンピューターを操作す 
るのに必要な基本ソフトウェアのことです。 
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円 c 旧 ridge (32 ぺージ） 

r ピクトプリッジ」と読みます。 

カメラ映债機器工業含に IPA ) で制定され 
た統一規格のことです。円 ctBridge 対応の 
プ U ンターと本機を接続して、画憬フアイ 
ルをプ1」ントすることびでをます。 

PTP (66 ページ、 別冊基本編一^ 己 1 
ページ） 

r 円 cture Transfer Protocol 」 の略です。 
パソコンに画傲データを簡単に コピーで を 
る接続方法です。 

USB (別冊基本編一心 日 1 ページ） 
「Universal Serial Bus 」 の略です。キー 
ボードやマウスなどのパソコンの周辺機器 
を接続するための規格です。 

VGA (別冊基本編 一 ^ 23ページ） 
「Video Graphics Array 」 の略で、目 4 日 x 
48日の画傲サイズのことです。 


用語の解説/索引 


81 


索引 


数字の前に「基」びついている 
ページは別冊基本編のページで 
す。 


お 

赤目軽減 . 基38 

アクセスランプ . 基21 

圧縮率 . 基23 

アフターサービス . 74 


い 

インストール 

. 39、基己2 


インターバル . 62 

インデックス画面 . 基43 

インデックスプ U ント ........ 32 

インフォリチウム 

バッテリー . 71 

5 

打ち上げ花乂モード . 18 

を 

液晶画面の明るさ調節 . 65 


お 

オート撮影 . 基27 

オートパワーオフ機能 ..... 基17 

才ートフォーカス . 8、基30 

才ートレビュー . 64 

お知らせブヴー . 65 

お手入れ . 67 

音量 . 基42 

か 

海外で使ラとさ . 基16 

回輯 . 26 

拡大鏡モード . 18 

觀子 . 基6日 

画質 . 5、基23 

画债サイズ . 基22、基23 

画徹再生 . 23、基41 

画傲削除 . 基46 

画徹のファイル名 . 基63 

画像の保存先 . 基63 

力ラ . 61、基29 

画面表示 . 7日、基33 

画面表示の切り換え . 基33 


ま 

キャンドルモード . 18 

強制発光 . 基38 

近接（マクロ）撮影 . 基3日 

け 

壁光灯 . 15 

警告表お . 57 

結露 . 67 

言語 . 65 


光学ズーム . 基34 

高速シャッターモード ........ 18 

高速連写 . 17 

コントラスト . 62 

コント□ー ルボタン . 基18 

を 

再生 ズーム . 24 

彩度 . 62 

サイバーショットステーション 

. 基10 

削除 . 基46 


撮影 . 基27 

撮影/再生巧能枚数 

. 基15、基25 

撮影/再生巧能時間 

. 基15、基26 


撮影モード . 61 

し 

シーンセレクション . 18 

自己診断表お . 60 

シャープネス . 62 

充電時間 . 基14 

充電式電池 . 68 

充電方法 . 基12 

初期化 . 基48 

シングル画面 . 基41 

す 

ズーム撮影 . 基34 

スノーモード . 18 

スポット測光 . 13 

スポット AF . 8 

スライドショー . 25 

ス□-シンク □. 基38 



































































せ 

セッ I - アップ . 己、64 

セピア . 22 

セルフタイマー . 基36 

そ 

測光モード . 13 

た 

対面撮影 . 基37 

太陽光 . 15 

ち 

中央重点 AF . 8 


電源の入/切 . 基17 

電子変圧器（トラベルコンバー 
夕 一). 基16 

と 

時計設定 . 5、66、基19 

H 」 ミンク’ . 25 

曇天 . 15 

は 

A イプ U ッド撮影 . 基30 

パソコンで見る . 基62 

パソコンの画债取り込 ..... 42、 

. 基56、基日9、基6目 

パソ]ンの推奨使用環境 ..... 基日1 


て 

テクニカルイン フオメーシヨ ン 
サポート ....... 46、裏表紙 

テクニカルイン フオメーシヨ ン 
センター ....... 46、裏表紙 

デジタルイ>< ージングカスタ 

マー登録 . 裏表紙 

デジタルズーム . 基34 

テレビで見る . 基44 

電球 . 15 


バックライトのオン/オフ 

. 基33 

発光禁止 . 基38 

バッテリー . 71、基12 

バッテリーの残量時間 ..... 基14 
バッテリーの残量表示 ..... 基14 
バッテリーの充電時間 ..... 基14 
バッテリーの充電ち法 

. 68、基12 

バツテ U —の寿命 . 72 


フラッシュ . 15、基38 

フラッシュ撮影 . 基38 

フラッシュレベル . 16 

プ U ント予約マーク . 37 

プ□グラム撮影 . 基29 

プ□テクト . 28 


変換プラグアダプター ..... 基16 


ほ 

保証書 . 74 

ホワイトバランス . 15 

ま 

マク□撮影 . 基3日 

マルチパターン測光 . 13 

マルチポイント AF . 8 

マルチ連写 . 17 


め 

メニュー . 4、61 

"メモ U —スティックデュオ" 

. 69、 S 21 

"メモ U —スティックデュオ" 

の入れかた . 基2183 


バッテリーの使巧時間 ..... 基1日 

バッテリーの保管ち法 ........ 71 

半押し . 基28 

ひ 

ビーチモード . 18 

ピクセラユーヴーサポートセン 

夕一 . 39 

ピクチャーエフェクト ........ 22 

ヒストグラム . 11 

曰付/時刻合わせ 

. 4、66、基19 

曰付/時刻挿入 ........ 64、基39 

ビデオ信号出力 ........ 66、基4己 

ピント合わせ . 8 

ふ 

ファイルナンバー . 66 

ファイル保を先 . 基63 

ファイル名 . 基63 

風景モード . 18 

フオーカスプリセット . 9 

フオーマット . 基48 

フオルダ . 6、23 

ブラケット . 14 


用語の解説/索引 




































































を 


A / V 接続ケーブル. 

. 基44 

モノトーン . 

. 22 

C 


や 

夜景モード . 

. 18 

CD-ROM 

..... 40、基己2 

夜景&人物モード ....... 

. 18 

D 


D 


DC プラグ . 

.基12、基16 

リサイズ . 

. 30 

DPOF . 

. 37 

U セッ I -. 

. 46 

E 


れ 


EV 補正 . 

. 10 

連写 . 

. 17 

I 


ろ 


ISO . 

. 61 

露出補正 . 

. 10 

J 


A 


JPEG . 

..... 80、基64 


AC アダプター ..... 基12、基16 
AE . 基28 

I 广 

AE / AF □ック . 9、基28 

AF . 基28 M 

AF イル S ネーター 


AF 測距 


84 


64、基39 
. 8 


Macintosh .... 
MODE ボタン 


基51、基66 
. 基27 


MPEG . 80、基64 W 

Windows . 基 己1 

N 

NR ス□-シヤツター . 21 数字 

NTSC/PAL . 66 日砂 REC . 基32 

P 

円 ct 巨 ridge . 32 

Picture Package 

. 39 

PTP . 66、基引 

R 

RESET ボタン .46 

u 

USB ケープル 

. 33、基 5 己 

USB 接続 ..... 33、基己4、基66 

USB 端子 . 33、基5日 

US 巨ドライバ . 基52 

US 己モード’ . 基51 

V 


VGA 


基23 












































製品についてのサボートのご案内 



本機についてのサポート情報 

http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / support / 


■ Picture Package に関するお問い合わせ窓口 

情話番号] 06-6633-3900 http :// www . ppackaae . com / 

Picture PacRoger . く電話受付時間> 

月〜日曜日午前9時〜午後5時（ただし、年末、年始、祝日除く） 



電話でのお問い合わせ 

テクニカルインフオメーシヨンセンター【電話番号] 0564-62-4979 
<電話受付時間> 

月〜金曜日午前9時〜午後己時（ただし、年末、年始、祝日除く） 
お電話の際は、本機をお手元にご用意ください。 



修理のお申し込み 

指定宅配便での修理品のお引取り、修理後の製品のお届けまでを一括して行います。 
テクニカルインフオメーシヨンセンターへお電話いただくか、 WEB サイトをご賣ください。 
http :// www . sony . co . jp / di - repair / 



カスタマー登録をしていただくと、修理の際の状況-曰程を WE 巨上でご確認でさるなどのサポートを受けられます。 
詳しくは同捆のチラシ「カスタマー登録のご案内」もしくはご登録 WEB サイトをご覧ください。 

http :// www . sony . co . jp / di - regi / 




この説明書は100%古紙再生紙と 
V 0 C (揮発性有機化合物）ゼ n 植 
物油型インキを使用しています。 


Printed in Japan 


ソニー株ま会社干 Wl - OOOl 寅ちお品 II 旧化品 Jll 6-7-35 

http://www.sony.co.jp/ 


サイバーショットオフィシャル WE 巳サイト 
http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / 

サイパーショット、マビカの最新情報を掲載。 

撮影方法やアクセサリー情報、パソコン接続に関ずる 
情報を掲載しています。 

巧語の取扱說巧書のダウン□-ドサービスを実施していまず。 
English manual download service is available . 




















